




   
  
事 業 報 告 書 
 








               
                     
独 立 行 政 法 人 
国 立 国 語 研 究 所 
はじめに
， 。国立国語研究所は昭和 年に設置され 平成 年 月に独立行政法人制度に移行した23 13 4




本書はここに規定された報告書として，研究所の中期計画第 年次即ち平成 年度に5 17
おける事業の実績についてまとめたものである。






平成 年 月18 6
独立行政法人 国立国語研究所長


































































































































た活動を継続している。平成 年 月の独立行政法人化以後，日本語研究，日本語教育，日本13 4
1 5語情報資料の三つの分野を覆う組織体制により，分野相互の連携を緊密に図りながら，第 期
か年中期計画に掲げた各種の調査研究・事業を行ってきた。






















電子政府のための「文字情報データベース」構築 「 計画」の一環としての日本語教， e-Japan2002
育関連事業なども，順調に成果を上げた。



















ろんのこと マスメディアや啓発図書 発表会などの各種行事を通じての普及広報活動を積極的に, ,








具体的には，第一に，平成 年に刊行された月刊雑誌 種から約 万字規模の標本を抽出6 70 200
し，そこで使用されている語彙，文字・表記の調査を行ってきた。平成 年度は，頻度 以上17 1
のすべての語彙を収めた 版の語彙表を作成し，同語彙表データをホームページ上で公CD-ROM
開した。また，報告書『現代雑誌の表記－ 年発行 誌－』を作成した。第二に，現代日本1994 70
語の確立期（ 世紀末から 世紀初め）によく読まれた総合雑誌『太陽』を取り上げ，そのう19 20









的な調査を 意識調査 言葉に関する国民の意識を様々な側面から探る調査 と 実態調査 日「 （ ）」 「 （










い換え提案を行うとともに，第 回から第 回までをまとめた「総集編」を作成・公表した。1 4
第三の課題は，電子政府を実現するために不可欠な「文字情報データベース」を構築すること
を目的としている。経済産業省を含む 府省庁からの要請を受けて，当研究所と日本規格協会と5















































， ， 。の収集・分析 定例的な研修会合等を経て修了レポート作成を行う 約 か月のコースである10























成 年 月からは修士課程第 期生（ 名）を新たに受入れた。また 平成 年度中に博士17 10 5 11 , 18








































国立国語研究所は，平成 年 月の独立行政法人化を機に，従来の センター 研究部 研13 4 1 6 18
























国際交流委員会：杉戸清樹 齊藤秀昭 上野喜代人 相澤正夫 柳澤好昭 熊谷康雄* * * *









第 期生 冷 麗敏（中国） 平成 年 月から 年間1 15 10 3
第 期生 ユパカー・スィリポンパイブーン（タイ） 平成 年 月から 年間2 16 10 3
以上 名に加え 平成 年 月からは第 期生として，今年度選考を終えていた下記の 名2 , 18 4 3 1
が加わることになった。






平成 年 月 日～平成 年 月 日18 2 26 18 3 4
徐 敏民 華東師範大学外語学院日語系主任（中華人民共和国）
平成 年 月 日～平成 年 月 日18 2 26 18 3 4
チョン・ホソン 韓国国立国語院研究員（大韓民国）
平成 年 月 日～平成 年 月 日18 3 5 18 3 11
パク・ミンギュ 韓国国立国語院研究員（大韓民国）
平成 年 月 日～平成 年 月 日18 3 5 18 3 11
また，研究所の招へいによらない，当事者の所属機関等からの依頼による滞在研究員等も例年





平成 年 月 日～平成 年 月 日 受入れ担当：井上優16 7 20 17 7 19 ,
袁 麗梅 長春工程学院外国語学部日本語研究室助教授（中華人民共和国）
平成 年 月 日～平成 年 月 日 受入れ担当：井上優16 9 1 17 8 31 ,
ザトラウスキー・ポリー・エレン ミネソタ大学言語学科準教授（アメリカ合衆国）
平成 年 月 日～平成 年 月 日 受入れ担当：熊谷智子17 5 20 18 9 2 ,
キャロライン・メネゼス 日本学術振興会外国人特別研究員（インド）
平成 年 月 日～平成 年 月 日 受入れ担当：前川喜久雄17 5 30 19 5 29 ,
聶 星超 北京日本学研究センター修士課程大学院生＝特別研究生（中華人民共和国）














（２ 「大規模な国内共同研究」としては，特に組織的な共同体制によるものとして次の 件が） 3
挙げられる。具体的な内容については，それぞれの項目を参照されたい。
① 科学技術振興調整費開放的融合研究制度により平成 年度に完成させ，平成 年度に15 16
21 COE公開・供用した 日本語話し言葉コーパス の活用に関連して 東京工業大学 世紀「 」 ，






























, Marco Baroni研究開発部門第１領域研究員の山口昌也をボローニャ大学 イタリア に派遣し（ ）
18 1 5 18 2 8 Baroni氏との共同研究に当たらせた（平成 年 月 日～平成 年 月 日 。具体的には）









今年度の国際シンポジウムには 平成 年度に開始する現代日本語書き言葉均衡コーパスの, 18
ための情報収集，及び将来に向けての国際協力体制の構築という明確な目標が設定されていた
点に特色がある。シンポジウムの詳細は業務番号 参照。27




18 11 International Symposium on Linguisticまた台湾中央研究院が平成 年 月に開催する





「仏教翻訳及び中国の伝統翻訳について」 平成 年 月 日18 3 1
② 韓国国立国語院より招へいした講師による講演会。
,「外国語としての韓国語教育の現状 （チョン・ホソン氏）」
「韓国における方言研究 （パク・ミンギュ氏） いずれも平成 年 月 日」 18 3 9
７ 「日本語情報資料館」システムの整備 「日本語教育支援総合ネットワーク． ，
システム」の充実




































， ， 。④ 書き言葉のデータベース化は 著作権処理が難しいが 外国に比べ日本の法律は厳しい
文化庁など著作権当局との交渉が必要ではないか。

















（補 【総務省 文部科学省による研究所の事務・事業の改廃に関する勧告及び見直し案の提示】） ,
（１）総務省政策評価・独立行政法人評価委員会による「独立行政法人の主要な事務及び事業の
改廃に関する勧告の方向性」
総務省政策評価・独立行政法人評価委員会は，平成 年 月 日付で評価結果につい17 11 14
























































るのか という つの観点から厳格に評価を行うこととした。, 3
９．意識改革等を図るための職員研修会等開催





３ 科学研究費補助金の申請・採択の向上を図るため 文部科学省の担当官を講師として 科（ ） ， ，「
学研究費補助金制度の現状と将来」について説明会を行った。
１０．省エネルギー，ペーパーレス化の推進等










































研究員 ：相澤正夫 山崎誠 高田智和 小沼悦
非常勤研究員：笹原宏之
（１ 「語彙表」の作成）
平成 年度は，以下のデータ整備を行い，頻度 までの全体語彙表の - 版を作成す17 1 CD ROM
るとともに，同語彙表のデータをホームページ上で公開した。
① 語彙表に掲載する延べ約 万語（一般 万語，助辞 万語，記号を除く）に対する106 73 33






② - 版の作成及び語彙表データの公開CD ROM
- 版には，調査方法及び語種・品詞などの基本的な統計量を掲載するとともに，CD ROM




















































平成 年度は，頻度 までの - 版全体語彙表を作成し，同語彙表データをホームペ17 1 CD ROM
ージ上で公開した。
関連する発表等は次の 件である。2
2005 17① 山崎誠「現代雑誌の語彙調査における広告の語彙」語彙研究会 年度大会（平成
年 月 日，愛知学院大学）10 29
28② 山崎誠「現代雑誌の語彙調査－ジャンルによる語の出現分布－」語彙・辞書研究会第
回研究発表会（平成 年 月 日，新宿ＮＳビル）17 11 26
（２ 「文字・表記分析編」の作成）
平成 年度は，報告書『現代雑誌の表記－ 年発行 誌－』を作成した。17 1994 70
○成果報告書等の内容の充実度
（１ 「語彙表」の作成）
国立国語研究所が行った「雑誌九十種の用字用語調査 （昭和 年の雑誌資料を使用）との」 31




現代語の表記のゆれに関する報告書は 昭和 年 月の 現代表記のゆれ 以来である 現， 『 』 。『58 3
代表記のゆれ』は，昭和 年の新聞を対象とした語彙調査のデータを基にしており，現代語41
のデータというにはかなり古くなっていた。今回の報告書は平成 年度に作成した『現代雑16













・ 抽出標本の電子化ファイル： Ｍの - で 枚700 CD R 16
70 6.5MB・ データ本文ファイル： ファイル
KWIC 13 384MB・ ファイル： ファイル









19本課題は 現代日本語の書き言葉の実態を解明するための一環として 現代日本語の確立期， ， （























』 ， 『 「 」言語行動 を土台として その市販品である 国立国語研究所報告 言語行動における 配慮123
の諸相 （くろしお出版， 年 月）を刊行した。』 2006 3
鶴岡市での社会言語学的調査については，平成 年度実施の「場面差調査」について，報告書4








既に刊行した『学校の中の敬語 ・ 』については，川口義一氏（早稲田大学大学院教授）に1 2




















（１） 尾崎喜光「依頼行動と感謝行動から見た日韓の異同 『日本語学』 - （明治書院 ，」 ）24 8
pp.42 51 2005:07.- ，
（２） 尾崎喜光「依頼行動と感謝行動の〈関係〉に関する日韓対照 『社会言語科学』 - ，」 8 1
pp.106 119 2005:09.- ，
（３） 尾崎喜光「ケース 女のことば・男のことば 『ケーススタディ 日本語のバラエティ』1 」
pp.6 11 2005:10.おうふう， - ，
（４） 熊谷智子・石井恵理子「会話における話題の選択－若年層を中心とする日本人と韓国人
8 1 pp.93 105 2005:09.への調査から－ 『社会言語科学』 - ， - ，」
【その他】
pp.476 477 2005:10.（１） 尾崎喜光「言語行動の地域差 『新版日本語教育事典』大修館， - ，」
（２） 尾崎喜光「＜言葉をみつめる＞ 第 回 年齢と言葉 『文化庁月報』 年 月号，4 2005 7」
p.29 2005:07.，
（３） 熊谷智子「＜言葉をみつめる＞ 第 回 会話の進め方 『文化庁月報』 年 月号，5 2005 8」
p.29 2005:08.，
（４） 熊谷智子「問 外来語を使うと，言っていることにも説得力が増すように思うのです5
が，どうでしょうか 『新「ことば」シリーズ 外来語と現代社会 （国立国語研究所。」 』19
pp.76-77, 2006:03編集・発行，国立印刷局 ，）
（５） 尾崎喜光「 ちげーよ」って何？ 『 アナウンサーの はなす きく よむ』 年「 」 NHK 2005





























研究員 ：大西拓一郎 三井はるみ 井上文子
研究補佐員：吉田雅子
（ ） （ ） （ ）協力者 ：内間直仁 琉球大学 亀田裕見 文教大学 小西いずみ 東京都立大学
小林隆（東北大学大学院） 佐藤亮一（東京女子大学）
沢木幹栄（信州大学） 篠崎晃一（東京都立大学） 日高水穂（秋田大学）
『方言文法全国地図』の最終巻である第 集を刊行した。収載地図枚数は 枚，付録の解説6 80
790 350書は ページからなる これにより 方言文法全国地図 は全巻が完成した 総地図枚数は。 ，『 』 。





















ONISHI Takuichiro ‘Application of GIS technology to the studies in（１）
Japanese dialectology’,“Twelfth International Conference on Methods in Dialectology”
Université de Moncton ,pp.1 10, 2005:08.（ ） -
（２） 三井はるみ「指定討論：方言音声学の立場から ，シンポジウム「見て理解する音声」
19 , 2005:09.学 ，日本音声学会第 回全国大会（県立広島大学）」
【その他】
, 25 , 2005:10.（１） 大西拓一郎「研究室から：日本語を地図にする」 『国語研の窓』 号
（２） 大西拓一郎「刊行物案内：近日完成！『方言文法全国地図』全 巻」 『国語研の窓』6 ,
26 2006:01.号，
4226 pp.100 101, 2005:04.（３） 三井はるみ「日本語の方言 『日本医事新報』 ， -」，
441 p.25,（４） 三井はるみ「言葉をみつめる第３回：表現法の地域差 『文化庁月報』 ，」，
2005:06.
4242 p.105, 2005:08.（５） 三井はるみ「腹がせくという表現 『日本医事新報』 ，」，
（６） 三井はるみ「コラム：方言の中の外来語 『新「ことば」シリーズ ：外来語と現代」， 19
2006:03.社会 （国立印刷局 ，』 ）
, 2005:07.（７） 大西拓一郎「ネット時代の方言 （取材協力 ， 『中日新聞』」 ）
,（８） 大西拓一郎「見直される方言の魅力 （取材協力 ， 『朝日中学生ウイークリー』」 ）
2005:09.
3 , ,（９） 大西拓一郎「日本語の現場 方言の今 素直な略し方はマクド」 『読売新聞』
2005:11.
（１０） 大西拓一郎「不思議ヒットを斬る 【方言グッズ （取材協力）『日経トレンディ』】」 ,
2005 11 , 2005:11.年 月号
3 ,（１１） 大西拓一郎「日本語の現場 方言の今 素直な略し方はマクド （取材協力）」
2005:11.『読売新聞』
31 ,（１２） 大西拓一郎「日本語の現場 方言の今 古くは野菜も米も「煮る （取材協力）」」
, 2006:02.『読売新聞』
（１３） 大西拓一郎「この国のみそ 西の方言堰き止め 境界地帯 （取材協力 ，」 ）
2006:02.『中日新聞 ，』
（１４） 三井はるみ「こちら国語研究所あいさつは決まり文句？ 『ＮＨＫアナウンサーの: 」，
pp.72 77, 2005:04.はなす きく よむ ， -』
2006 2 , 2006:02.（１５） 大西拓一郎「全国方言カルタ （監修 『日経キッズプラス』 年 月号」 ），







142p, 2006:03究 （研究代表者：大西拓一郎）研究成果報告書 ，(B)(1) ）
・大西拓一郎編『方言文法調査ガイドブック （科学研究費補助金基盤研究 （研究代表者：』 (B)(1)
268p, 2006:03大西拓一郎）研究成果報告書 ，）
・吉田雅子『デジタル版山梨方言集 （科学研究費補助金若手研究 （研究代表者：吉田雅2005 B』
CD ROM , 2006:03.子）研究成果報告書 （ - ＋冊子）），
・大西拓一郎「分布から見た方言文法 ，科学研究費補助金基盤研究 「方言における文法形」 (B)(1)
pp.1-10 2006:03.式の成立と変化に関する研究 （研究代表者：大西拓一郎）研究成果報告書， ，」
・大西拓一郎「総論 『方言文法調査ガイドブック２ ，科学研究費補助金基盤研究 「方言」 』 (B)(1)
における文法形式の成立と変化に関する研究 （研究代表者：大西拓一郎）研究成果報告書，」
pp.1-2 2006:03.，
・大西拓一郎 否定表現 方言文法調査ガイドブック２ 科学研究費補助金基盤研究 方「 」，『 』， 「(B)(1)
」（ ） ，言における文法形式の成立と変化に関する研究 研究代表者：大西拓一郎 研究成果報告書
pp.51-80 2006:03.，
・三井はるみ「副助詞（付：接尾辞 『方言文法調査ガイドブック２ ，科学研究費補助金基盤）」， 』
研究 「方言における文法形式の成立と変化に関する研究 （研究代表者：大西拓一郎）研(B)(1) 」
pp.25-42, 2006:03.究成果報告書，
・三井はるみ・井上文子「 全国方言談話データベース」にみる方言のオノマトペ ，科学研究費「 」
補助金基盤研究 「方言における文法形式の成立と変化に関する研究 （研究代表者：大西(B)(1) 」
pp.21-42 2006:03.拓一郎）研究成果報告書， ，






















研究員 ：前川喜久雄 小椋秀樹 山口昌也 小磯花絵 丸山岳彦
非常勤研究員：菊池英明 西川賢哉 藤本雅子
研究補佐員 ：阿左美厚子 相馬さつき 永山美穂
報告書『日本語話し言葉コーパスの構築法』を執筆し刊行した。
285 , 17『日本語話し言葉コーパス』の公開も引き続き実施した。累計 本を出荷しており 平成
年度の出荷本数は約 本である。70
○学術的有用性
『日本語話し言葉コーパス』を利用した研究成果は 口頭発表を含めると既に 件以上発表, 450
されている。そのうち 件ほどは『日本語話し言葉コーパス』関係者によるものであるが 公350 ,
開後に『日本語話し言葉コーパス』を入手した研究者による研究も 件ほど公開されている。100
この数字から『日本語話し言葉コーパス』の学術的有用性は明らかであると判断する。
また我々が知る限り理化学研究所脳科学研究センター言語発達チーム 大阪大学文学部の グ, 2
ループが『日本語話し言葉コーパス』の仕様と互換性を保った話し言葉コーパスを構築中である




企業における利用は 件あり そのうち 件が平成 年度の申請である。具体的な利用目的25 , 7 17
は企業秘密に属するので把握していないが カーナビシステムのための音声認識サービスの研究,
が多いように推察される。
平成 年度には『日本語話し言葉コーパス』に関連した記事が朝日新聞に 回掲載された。17 3
17 5 11 ,まず平成 年 月 日夕刊では「日本」をどう発音するかについての集計結果が記事となり
翌日の天声人語でも取り上げられた。平成 年 月 日朝刊では数詞「十」の発音のゆれに関18 2 26










, pp.85 93, 2006:01.理：アクセント・イントネーション・リズムの科学』丸善 -
, , 61 9 , pp.544 549, 2005:09.（３） 前川喜久雄「自発音声とデータベース」日本音響学会誌 （ ） -
,（４） 山住賢司・籠宮隆之・槙洋一・前川喜久雄「講演音声の印象評価尺度」日本音響学会誌
61 6 , pp.303 311, 2005:06.（ ） -
Kikuo Maekawa and Hideaki Kikuchi. “Corpus based analysis of vowel devoicing in（５） -
spontaneous Japanese: An interim report." In J. van de Weijer, K. Nanjo, and T. Nishihara, eds.,
, Mouton de Gruyter, pp.205 228, 2005:12.Voicing in Japanese -
【口頭発表】
（１） 小磯花絵「 日本語話し言葉コーパス』を用いた対話と独話の比較－韻律的特徴に着目し『
17 , pp.190-193, 2006:03.て－」社会言語科学会第 回大会発表論文集
8 ,（２） 前川喜久雄「コーパスに見る語形の変異と変化」第 回認知神経心理学研究会招待講演
2005:08.
（３） 前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』について－開発の経緯と普及の現状－」日本音『
響学会 年春季研究発表会（スペシャルセッション「 の利用と研究成果をめぐっ2006 CSJ
, pp.1195 1198, 2006:03.て」招待講演） -
12 ,2006:03.（４） 前川喜久雄 話し言葉と書き言葉 言語処理学会第 回年次大会本会議招待講演「 」
Kikuo Maekawa. “Quantitative analysis of word form variation using a spontaneous speech（５） -
corpus", , Birmingham, 2005:07.Proceedings of Corpus Linguistics 2005
Kikuo Maekawa. “Kotonoha, the corpus development project of the National Institute for（６）
Japanese Language”, , Tokyo, pp.55 62,Proceedings of the 13 NIJL international symposiumth -
2006:03.
【その他】
, 24 3 p.28,（１） 小磯花絵「 場つなぎ表現」が聞き手に与える印象」情報通信ジャーナル （ ）「
2006:03.
25 ,（２） 前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』とその応用」第 回「ことば」フォーラム『
, 2005:05.国立国語研究所


















































年度に とした「 による作文添削情報表示システム」を，研究・教育実2004 ver.2 XML
践の両面において更に効率的な活用が可能となるよう更に改良を進めて とし，そのver.3
試用を開始した。さらに，このシステムの から までの変遷を論文としてまとめver.1 ver.3
（ 件 ，後述の報告書にて発表した。1 ）
④「作文対訳データベース」を用いた研究成果の，研修会での公表
「作文対訳データベース」を用いた研究成果を社会に還元するために 「平成 年度 日， 17
本語教育短期研修（第 回：東京，第 回：広島 」において，主として現役の日本語教1 3 ）
師を対象に，研究発表（ 件）を行った。4
⑤「作文対訳データベース」を用いた研究成果の，報告書での公表
「 」 ，「 」作文対訳データベース の概要・作成意義を述べるとともに 作文対訳データベース
『 』を用いた実際の研究論文をまとめた報告書 作文対訳データベースの多様な利用のために
を刊行した。この報告書には 「作文対訳データベース」の概要やその使用法，並びに今，
後の発展について論じた論文 編と，データベース所収のデータを用いた研究論文 編を3 4
収録した。
⑥「作文対訳データベース」完成版の公開
これまで，オンライン版と - 版に分かれて公開されていた「作文対訳データベCD ROM
ース」を，オンライン版に統合することとした（ただし著作権処理が残っており 完成版,
の公開は平成 年夏になる見込みである 。さらに， つの作文に対し付与された複数の18 1）
添削情報も，ブラウザの画面上で表示できるだけでなく，一括してダウンロードできるよ





慮すべきかを提言の形でまとめた論文 件 を執筆した さらにそのうち 件は 前述の 平（ ） 。 ， 「2 1










































感を与えているか，という 「分かりにくさの度合い 「違和感の度合い ，といったものを把， 」， 」



























（ ）「 」 （ ） 。１ 音声対照言語データベース を用いた以下の研究論文を学会誌 査読つき に発表した
・ボイクマン総子・宇佐美洋「友人間での謝罪時に用いられる語用論的方策
7 31 44 2005.12－日本語母語話者と中国語母語話者の比較 『語用論研究』第 号， - ，」，
（２ 「作文対訳データベース」に関する以下の研究論文を，報告書『作文対訳データベースの）
多様な利用のために』において発表した。またこれらの論文のうち，＊をつけたものについ























， ， ， ， ， ，フランス ハンガリー インドネシア ポーランド スロベニア カンボジア
， ， ， ， ， ， ， ，モンゴル シンガポール ベトナム 中国 韓国 インド マレーシア タイ
日本
作文データ件数： 件（原則としてすべてに母語訳あり）1,556
添削データ件数： 件の作文に対し， 件の添削情報276 787
（ つの作文に対し， から 件の添削情報あり）1 1 24
， 『「 」 』 ，また 報告書 作文対訳データベース の多様な活用のために に収録された論文数は 件7
ページ数は ページである。163
○成果報告書等の成果公表手段の適切性
「作文対訳データベース」はこれまで - 版とオンライン版に分けて公開を行ってきたCD ROM
が これらをオンライン版に一元化したことで，利用者にとって，必要ファイル抽出の利便性が,
更に向上することとなった。
































































































































ア 大学 日本語学校 地域日本語教室対象調査, ,
イ 大学留学生 年少者 研修生 就学生 配偶者対象調査, , , ,
② 地域調査（山梨県）














② 学習者の種類別に行ったインタビュー 参与観察等による質的調査の結果をまとめた 日， 「
本語教育の学習環境と学習手段に関する調査研究 国内質的調査報告書（電子版 」を作）























研究員 ：小河原義朗 金田智子 井上優
事務補佐員 ：笠井淳子
協力者(国内)：石井恵理子（東京女子大学） 阿久津智（拓殖大学）
協力者(海外)：李徳奉（韓国 同徳女子大学） 工藤節子（台湾 東海大学）

















に合わせ 台北で開催された 台湾日本語文学会 年度日本語文学術シンポジウム 平， 「 」（2005
成 年 月 日）において口頭発表を行った。17 12 17
② 平成 年度に引き続き 台湾においてインタビュー調査を実施した（調査対象：日本語16 ,
教育を実施している教育機関や民間施設等で学ぶ日本語学習者と日本語教師 約 人 。50 ）
③ マレーシアにおいてインタビュー調査を実施した（調査対象：日本語教育を実施してい
る教育機関や民間施設等で学ぶ日本語学習者と日本語教師 約 人 。50 ）
④ マレーシア調査の集計結果報告書（日本語版，マレー語版）を作成した。報告書作成に
合わせ，独立行政法人国際交流基金クアラルンプール日本文化センターとの共催で開催さ







査の成果と展望－」を開催した（平成 年 月 日（日） ～ 国立国語研究18 2 5 10:00 17:00




























（マレーシア・ アン・チュイ・キエン）International Languages Teachers Training Institute
＜パネルセッション：学習を促すリソースとは？＞






























・ について（久保田美子）15 ACTFL OPI

















































い， で公開する 。WEB ）
・学習者の種類別に行ったインタビュー，参与観察等による質的調査の結果をまとめた報告
「日本語教育の学習環境と学習手段に関する調査研究 国内質的調査報告」を作成した














学習手段に関する調査研究－ 『日本学報』 - （韓国日本学会）」 65 1
・小河原義朗・金田智子・笠井淳子「海外における日本語学習者の学習環境と




－海外調査の成果と展望－ （平成 年 月 日，国立国語研究所）」 18 2 5
・国実久美子・笠井淳子「学習者のリソース利用をどう共有するか？ ，」
日本語教育シンポジウム「日本語教育の学習環境と学習手段に関する調査研究
－海外調査の成果と展望－ （平成 年 月 日，国立国語研究所）」 18 2 5
・小河原義朗・岡部真理子「地域における日本語学習リソースの活用について ，」
（ ）平成 年度文化庁日本語教育大会・日本語教育研究協議会 平成 年 月 ・ 日17 17 8 3 4
・金田智子「学習者の学び方から学ぶ－日本語教育の学習環境と学習手段に関する
調査研究をもとに－ ，台湾日本語文学会 年度日本語文学術シンポジウム」 2005
（平成 年 月 日）17 12 17
・小河原義朗「学習者のまわりにある日本語，そして，日本語学習を考える ，」
年度マレーシア日本語教育セミナー（ 年 月 ・ 日）2005 2006 3 4 5
各国の言語テスト調査に関しては，平成 年度・ 年度に刊行した報告書『世界の言語テス15 16






































。 ， ，資することを目的とする 具体的には 現在の日本社会で使用されている日本語の現状について
大規模かつ継続的な調査を「意識調査（言葉に関する国民の意識を様々な側面から探る調査 」）






研究員 ：相澤正夫 吉岡泰夫 米田正人 田中牧郎 朝日祥之
非常勤研究員：田中ゆかり（日本大学） 半沢康（福島大学）
研究協力者 ：陣内正敬（関西学院大学） 吉野諒三（統計数理研究所）




対象者 人（ 歳以上男女 ，調査項目 外来語 語2,000 16 30）




対象者 人（ 歳以上男女 ，調査項目 語2,000 16 30）




研究員 ：山崎誠 前川喜久雄 田中牧郎 小椋秀樹 小沼悦 柏野和佳子
小磯花絵 高田智和 丸山岳彦 森本祥子 山口昌也
特別奨励研究員：間淵洋子
研究補佐員 ：秋元祐哉（平成 年 月から） 稲益佐知子 桐生りか 吉田谷幸宏18 1



















企画を進め， 月に「言語コーパスの構築と活用」というテーマで第 回国立国語研究所3 13
国際シンポジウムを開催した（業務番号 を参照のこと 。27 ）












対象者 人（ 歳以上男女 ，調査項目 約 項目，2,000 16 30）
調査方法 個別面接法，調査時期 平成 年 月18 2
実査会社 （社）中央調査社
また 文化審議会国語分科会の現在の審議課題である 敬語に関する具体的な指針作成 と 情， 「 」 「
報化時代に対応する漢字政策の在り方」について，研究所のこれまでの研究成果の中から，審議
に資する基礎資料を整備し，以下の 種の資料冊子として提供した。3
（１ 『話し言葉における敬語形式の出現実態』平成 年 月） 17 11
27 4 15 16「 」（ ） ， ，これからの敬語 昭和 年 月国語審議会建議 で取り上げられた敬語形式と 平成
『 』（ ） ，年度 国語に関する世論調査 文化庁国語課 で取り上げられたいわゆる問題敬語について
『日本語話し言葉コーパス』における出現実態を調査したもの。
（２ 『現代雑誌の漢字調査（頻度表 』平成 年 月） ） 17 10
『 』（ ，平成 年発行の現代雑誌 種を対象とする 現代雑誌の漢字調査 国立国語研究所報告6 70 119
平成 年）所収の漢字表を基に，審議に役立つ情報を付加して，頻度表を作成したもの。14
（３ 『 現代雑誌の語彙調査」に基づく漢字音訓一覧表』平成 年 月）「 17 11














































『日本語科学』 ， 年 月17 2005 4
） 朝日祥之「戦後の国語施策は外来語問題にどう対応してきたか （言語政策学会第６回大会2 」
シンポジウム「外来語問題と言語政策 ） 年 月」 2005 6
- 46 -
） 相澤正夫「国立国語研究所『外来語』言い換え提案の目的と意義 （言語政策学会第６回大3 」
会シンポジウム「外来語問題と言語政策 ） 年 月」 2005 6
） 田中牧郎「公共的な情報媒体における外来語使用の実態 （言語政策学会第６回大会シンポ4 」
ジウム「外来語問題と言語政策 ） 年 月」 2005 6
） 吉岡泰夫「行政コミュニケーションの言語問題への自治体の対応と国民の意識 （言語政策5 」
学会第６回大会シンポジウム「外来語問題と言語政策 ） 年 月」 2005 6
） 朝日祥之「行政コミュニケーションにおける日本語の姿－広報紙を例に－ 『日本語学』6 」
- ， 年 月24 13 2005 11
） 吉岡泰夫「自治体と住民のコミュニケーションを円滑にする言葉遣いの工夫 『日本語学』7 」
- ， 年 月24 13 2005 11
） 吉岡泰夫，朝日祥之，相澤正夫「医師に期待する医療用語の使い方の工夫－「外来語に関す8







） 山崎誠 前川喜久雄 田中牧郎 小椋秀樹 柏野和佳子 小磯花絵 間淵洋子 丸山岳彦 山口昌1 , , , , , , , ,
也 秋元祐哉 稲益佐知子 吉田谷幸宏 代表性を有する現代日本語書き言葉コーパスの設計 言, , , 「 」『
語処理学会第 回年次大会発表論文集 （ 年 月）12 2006 3』
） 丸山岳彦 柏野和佳子 山崎誠 前川喜久雄 吉田谷幸宏 稲益佐知子「現代日本語の書き言葉2 , , , , ,
に関する生産実態と流通実態 －代表性を有する書き言葉コーパスのための基礎調査－ 『言語」
処理学会第 回年次大会発表論文集 （ 年 月）12 2006 3』
） 宮田公治 田中牧郎「外来語「リスク」とその類義語の意味比較：既存の類義語を持つ外来3 ,
語の存在理由 『言語処理学会第 回年次大会発表論文集 （ 年 月）」 』12 2006 3
） 丸山岳彦 柏野和佳子 山崎誠 前川喜久雄 稲益佐知子 秋元祐哉「代表性を有する書き言葉4 , , , , ,
12 2006 3コーパスのサンプリング手法について 言語処理学会第 回年次大会発表論文集 年」『 』（
月）
） 間淵洋子 山口昌也 柏野和佳子 田中牧郎「代表性を有する書き言葉コーパスの電子化フォ5 , , ,
ーマットについて 『言語処理学会第 回年次大会発表論文集 （ 年 月）」 』12 2006 3
6 Kotonoha, the Corpus Development Project of the National Institute for Japanese） 前川喜久雄「
Language 13 2006」 『 』（第 回国立国語研究所国際シンポジウム報告書 言語コーパスの構築と活用
年 月）3
） 山崎誠「代表性を有する現代日本語書き言葉コーパスの設計」第 回国立国語研究所国際7 13






） 国立国語研究所『話し言葉における敬語形式の出現実態』平成 年 月1 17 11
） 国立国語研究所『現代雑誌の漢字調査（頻度表 』平成 年 月2 17 10）

























月 日現在 『ひまわり』 件 『表記統合辞書』 件 『かたりぐさ』 件 『たんぽ23 865 286 355）。 ， ， ，










白書（ ～ 年版） 種，新聞（主として 年代から現代まで ，広報紙，現代雑2002 2005 32 1990 ）
誌（約 種）について，引き続き （文書構造化言語）による記述を行い，テキストコー60 XML
パスとして利用できるようにした。また，通時的な語の研究に役立てるため，明治期の雑誌の
入力を行い，テキストコーパス化を進めた。
パイロットコーパスについては， サンプルの長さを 文字に固定したものと，長さを1 1000


















委員長 杉戸 清樹 （国立国語研究所長）
副委員長 水谷 修 （名古屋外国語大学長）
副委員長 中西 進 （京都市立芸術大学長）

























委員会は，平成 年 月に設置され，国の省庁の行政白書や新聞など，公共性の高い場面で14 8
使われていながら，一般への定着が不十分で分かりにくい外来語について，分かりやすく言い換
えたり説明を加えたりするなど，言葉遣いを工夫する提案を行ってきている。
委員会では，ほぼ半年から か月に 回，毎回数十語程度の外来語を取り上げて，検討結果10 1
を公表している。各回とも，一定の提案内容が整った段階で中間発表を行い，その後，各方面か
ら寄せられた意見を生かしながら本発表を行うという進め方をとっている。
4 176 4このようにして これまでに 回 合計 語の外来語について言い換え提案を行ってきた， ， 。
回の内訳は 第 回 平成 年 月 が 語 第 回 平成 年 月 が 語 第 回 平， （ ） ， （ ） ， （1 15 4 62 2 15 11 47 3
成 年 月）が 語，第 回（平成 年 月）が である。後の回で語数が減っているの16 10 32 4 18 3 35
は，言い換えの対象とする外来語の数よりも， つ つの外来語について丁寧かつ慎重に検討を1 1
行うことを重視する考え方が，回を追うごとに委員会の中で明確になってきたことによる。
平成 年度の委員会の開催状況は次のとおりである（回数は，第 回からの通算 。17 1 ）
①第 回委員会（平成 年 月 日）19 17 6 10
②第 回委員会（平成 年 月 日）20 17 8 5
③第 回委員会（平成 年 月 日）21 17 12 22
また 「外来語」言い換え提案の記者発表の状況は次のとおりである。，
第 回中間発表（平成 年 月 日）4 17 10 6
第 回本発表第 回～第 回総集編発表（平成 年 月 日）4 , 1 4 18 3 13
○社会的有用性
近年の日本語における外来語の増加は，しばしば「カタカナ語の氾濫」と言われるように，重



























第 回の中間発表（平成 年 月 日 ，及び本発表（平成 年 月 日）に際して，以4 17 10 6 18 3 13）
下の小冊子を報告書として作成し，関係各方面に配布した。また，同じ内容を国立国語研究所の
ホームページ上で公表し，広く一般の閲覧に供した。
・ 第 回「外来語」言い換え提案－分かりにくい外来語を分かりやすくするための言葉遣い『 4
の工夫－（中間発表 （ 頁））』 44
・ 第 回「外来語」言い換え提案－分かりにくい外来語を分かりやすくするための言葉遣い『 4
の工夫－ （ 頁）』 45




第 回～第 回 総集編 （ 頁）1 4 196』
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この課題に関連する研究所員の発表物・講演等には，以下のものがある。
） 「 〈 〉 〈 〉 」（ 「 」1 28杉戸清樹 暮らしの中の外来語－その 光 と 陰 － 国立国語研究所第 回 ことば
フォーラム「外来語の現在・過去・未来 ）（ ）」 , 2005.11
2 ACADEMIA 95 ,） 「 」『 』 ，（ ）杉戸清樹 グローバル化の中での現代日本語の問題 全国日本学士会
（ ）2005.12
） 杉戸清樹ほか「座談会：外来語と現代社会」3
（ 新「ことば」シリーズ 「外来語と現代社会 ） （国立印刷局）（ ）『 」19 , , 2006.3
） 相澤正夫「国立国語研究所『外来語』言い換え提案の目的と意義」4
（言語政策学会第 回大会シンポジウム「外来語問題と言語政策 （ ）6 2005.6」），
5 19） 相澤正夫「 外来語言い換え提案』は何を目指しているか （ 新「ことば」シリーズ『 」『
「外来語と現代社会 ）（国立印刷局）（ ）」 , , 2006.3
） 田中牧郎「公共的な情報媒体における外来語使用の実態」6
（言語政策学会第 回大会シンポジウム「外来語問題と言語政策 （ ）6 2005.6」），
） 「 」（ ）（ ）7 , 2005.6田中牧郎 技術リテラシーと市民教育 日本工学アカデミー公開シンポジウム
） 田中牧郎「外来語の言い換えと規範 『日本語学』 （明治書院）（ ）8 24-10, , 2005.9」
） 田中牧郎「外来語と上手に付き合おう （立川市市民大学セミナー）（ ）9 , 2006.2-3」
10 19）田中牧郎「現代社会における外来語の実態 （ 新「ことば」シリーズ」『
「外来語と現代社会 ） （国立印刷局）（ ）」 , , 2006.3
）中山惠利子・桐生りか・山口昌也「学習者が新聞を読むための基本外来語の選定」11
（国立国語研究所平成 年度日本語教育短期研修（第 回 「語彙教育のためのコーパスの17 5 ）






























なものとして構築中である。この現代語コーパスの主たる対象資料は， ～ 年の行政白2001 2005















。 ， 。として扱うことのできるものである 語彙の層別化 語の定着段階などの判別に役立てている

































研究員 ：相澤正夫 横山詔一 田中牧郎 高田智和 米田純子
非常勤研究員：エリク・ロング 笹原宏之
研究補佐員 ：井手順子 虎岩千賀子
研究協力者 ： 社）情報処理学会 （財）日本規格協会 （株）大修館書店（
（１）国立国語研究所に課せられた契約内容の達成度
契約書に記された事業内容の達成度は次のとおりである。 年次である平成 年度は，総1 14
務省「住民基本台帳ネットワーク統一文字」約 万 千字について文字情報の整理・体系化を2 1
100 15 2 2行い，契約目標を ％達成した。平成 年度（ 年次）は，法務省「戸籍統一文字」約
万 千字分に関して文字情報の整理・体系化を同じく目標通り実施した。 年次に当たる平成8 3
年度は，同じく法務省「戸籍統一文字」の残りの約 万 千字分に関して文字情報の整理16 2 8
・体系化を行い，平成 年度と同じく，契約目標を ％達成した。15 100











































国立国語研究所は，平成 年度から平成 年度にかけて，電子政府で必要とされる文字の14 16
うち，既存の平成明朝体グリフがいまだ準備されていない文字の一覧表を日本規格協会に対し











， ， ，て構築されつつある文字情報データベースは 将来的には国語学・日本語学だけでなく 文献学
歴史学，認知心理学など諸学界でも参照されるものと考えられる。
また，科学研究費基盤研究（ （ 「電子政府 万字種データベースに準拠した海外日本語C 2） ） 6















高田智和は，本事業の内容にかかわるものとして，平成 年 月 日に札幌大学文化学部に16 11 2
おいて「人名・地名の漢字と情報処理」と題して特別講義を行った。
○成果報告書等の作成状況








（ ）底本 （ ）漢字と非漢字 （ ）文字対応の基準2.1 2.2 2.3
第 章 文字の同定3
（ ）文字の同定 （ ）辞書による文字同定 （ ）地名使用文字3.1 3.2 3.3
（ ）音義未詳字 （ ）法務省民事局長通達「誤字俗字・正字一覧表」記載文字3.4 3.5
第 章 文字情報の体系化4
（ ）文字情報の体系化 （ 「異体字」の考え方4.1 4.2）
（ ）図形文字の最小単位と同形・類形異字 （ ） との照合4.3 4.4 JIS X 0213:2004
（ 『大漢和辞典』掲出字との照合4.5）
第 部平成 年度実施事業2 17
第 章文字情報の整理・体系化2
（ ）事業の目的と概要 （ ）事業の実施内容2.1 2.2
本事業にかかわるそのほかの成果の発表状況は以下のとおりである。
＜論文発表の状況＞
） 「 」，『 』 （ ）， ，1 24 13 300高田智和 公共サービスと漢字 日本語学 第 巻第 号 通巻第 号 明治書院
（ 年 月）2005 11
） 高田智和「文字號碼和部首號碼的起源及應用―《大字典》和華英辭典和 ― ，2 Rose-Innes 」
『敦煌學・日本學 石塚晴通教授退職紀念論文集 ，上海辭書出版社（ 年 月）』 2005 12
） 横山詔一「異体字選好は新聞漢字頻度から予測可能か 『計量国語学』 巻 号，計量国3 25 4」，
語学会 （ 年 月）， 2006 3
） 横山詔一「潜在記憶と言語習得 『月刊 言語』 巻 号，大修館書店 （ 年 月）4 35 4 2006 3」 ，
5 Eric Long, & Shoichi Yokoyama Text genre and kanji frequency, , 10, pp.55 72,） ， -Glottometrics
- （ ）Ram Verlag. 2005
6 Wada, Y., Yokoyama, S., & Long, E. Language policy and planning for Japanese orthography and） ，
the e Gov project. In J. Kess & H. Lansdowne Eds. Centre for Asia Pacific- （ ） -Why Japan matters!
- （ ）Initiatives, British Columbia, Canada: University of Victoria, pp. 467 479. 2005



















） （ 年 月）3 Yukiko Wada, Eric Long, & Shoichi Yokoyama 2005 8
“Standardization of kanji in Japan and the e Gov kanji database: Language policy, kanji,-
technology, and the National Institute for Japanese Language.”
カナダ日本語教育振興会（ ） 年度大会CAJLE 2005
開催地：カナダ・ブリティッシュコロンビア州ビクトリア
＜国内における口頭発表＞











平成 年 月 日 日の両日にわたって「言語コーパスの構築と活用」というテーマの下に18 3 6 , 7
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研究開発部門の山崎誠と前川喜久雄が企画を担当し 実際の運営は㈱ に委託した。シン, ILCC
ポジウムと同期して韓国国立国語院との国際交流を実施したので その実務を担当した日本語教,
育部門の井上優と密に連絡をとって準備を進めた。
シンポジウムの直前 月 日には朝日新聞夕刊 面に書き言葉均衡コーパスプロジェクトが報3 1 1









18 3 6 13:00 17:00, 7 10:00 17:00日時 平成 年 月 日（月） ～ 日（火） ～
会場 時事通信ホール（東京都中央区銀座）
内容 講演 件，コメント 件，ディスカッション8 3
1 The Use of Corpora in Pedagogical Lexicography講演
（ ）Stephen Bullon Longman Dictionaries, Pearson Education
講演 大規模コーパスを用いた韓国語辞典編纂の 年2 20
ソ・サンギュ（延世大学）
3 Recent Developments in Chinese Corpus Research講演
Weidon, Zhan Peking University
コメント 投野由紀夫（明海大学 （以上 月 日）1 3 6）
4 Building General and Special Purpose Corpora by Web Crawling講演 - -
（ ）Marco Baroni Bologna University
5 Automatic Acquisition of Linguistic Knowledge: From Sinica Corpus to Gigaword Corpus講演
- （ ）Chu Ren, Huang Academia Sinica
6 Korean National Corpus in the 21st Century Sejong Project講演
（ ）Hansaem, Kim National Institute of Korean Language
7 Kotonoha, the Corpus Development Project of the National Institute for Japanese Language講演








ョンを実施した。これには小椋秀樹 柏野和佳子 小磯花絵 田中牧郎 丸山岳彦 山口昌也（いず, , , , ,
れも国立国語研究所）が携わった。
来聴参加者の状況
新聞報道の効果もあって 月 日には参加申込みが 名に達して会場の容量（ 名）を超3 2 271 250
えたので参加受付を終了した。上記の会場容量は補助席を用いた状態での容量なので混乱が心配





な学術研究集会である。また 台湾 韓国 中国における言語コーパスの整備状況についてまとま, , ,
った報告が行われたのも今回が初めてであろう。





際の参加者をみると出版関係者が 名含まれていた。その大部分が辞典編集の関係者であり コ19 ,
ーパスに対する辞書出版社の関心の高さを示していた。また新聞記者が 社 名参加していた。3 8
○来聴者の評価・反応（アンケート結果の概要）
アンケートの集計結果は以下のとおりであった。いずれの選択肢も が最高評価である。 な4 3
いし の比率を参考にしてまとめると「内容はやさしくはなかったが新しい情報が得られたので4
有意義であった」ということになる。シンポジウム参加者中 名が直前の新聞報道を見ての参24
加であったが このうち 名がわかりやすさを ないし と評価している。, 10 1 2
選択肢 有意義 わかりやすかった 新しい情報が得られた
1 0 2 1
2 4 17 2
3 29 43 32
4 57 26 51




, , ,ンターネット上の関連するメーリングリストに案内を流し 関連学会 日本語学会 日本言語学会（
日本音声学会）のホームページにも開催案内の掲載を依頼した。さらに月刊『言語』 月号及び3
『日本語学』 月号にも案内を掲載してもらった。3
内容の専門性を考えて 新聞の催事欄などへの掲載は行わなかったが 申込者数は 月 日時点, , 3 1
















平成 年度に開催した第 回国際シンポジウムについての報告書「世界の日本語研究の新た16 12
な発展を求めて」を刊行した。











月 日）当日ないしその前後に開催するのを原則としており，平成 年度は参加者の集まりや20 17









公開研究発表会企画部会：熊谷智子（部会長） 宇佐美洋 早田美智子 関達夫
企画者：山崎誠 柏野和佳子
以下の内容の公開研究発表会を実施した。対象は主にシソーラス（語句を意味によって分類・
） ， （ ，配列したもの の編纂・研究・利用に関心を持つ関係者であり 名 うち一般参加者 人106 71
他は所外からの発表者，関係者，所員等）の参加があった。
【テーマ】シソーラスの編纂(へんさん)と活用
【日時・場所】平成 年 月 日（土） ～ 国立国語研究所講堂17 12 17 13:00 17:00
【プログラム】
～ あいさつ 杉戸清樹（国立国語研究所長）13:00 13:05
～ 講演 山崎誠（国立国語研究所 「シソーラスの可能性」13:05 13:30 1 ）
～ 講演 柏野和佳子（国立国語研究所 「 分類語彙表』の特徴と位置付け」13:30 14:00 2 ）『




















大学・図書館等にはポスターを送付し，掲示を依頼した。また， ～ 月に開催された語彙10 11
辞書研究会や日本語学会などでチラシを配布し，日本語教育学会ホームページに開催情報を掲載
した。その他，雑誌（ 日本語学 『月刊言語 『月刊日本語 ）や広報紙『国語研の窓』にも案内『 』 』 』
を掲載した。
参加者へのアンケート（回収数 名分。一般参加者 名を対象とすると，回収率 ％）41 71 57.8





国語研究所からのメール 名（うち，メールの転送 名を含む）8 1
国語研究所のホームページ 名17
他のホームページ 名（日本語教育学会／ＪＥＩＴＡ／言語情報処理ポータル）3






















近年 『分類語彙表 増補改訂版』のみならず 『類語大辞典 （講談社 『日本語大シソーラ， ， 』 ），






（ ） ， 。アンケートの回答 複数回答 は以下のとおりであり 全体的に高い評価が得られたと考える
１．役に立った 名 ２．有意義であった 名11 28
３．おもしろかった 名 ４．わかりやすかった 名23 2
５．むずかしかった 名 ６．その他 名3 0※










所内委員：井上優（委員長） 山崎誠 三井はるみ 宇佐美洋 新野直哉 柏野和佳子
所外委員：平成 年度は委嘱せず。17
平成 年度は 『日本語科学』第 号（平成 年 月）と第 号（同 月）を編集・刊行17 17 17 4 18 10，
した。各号の内容は以下のとおりである。












・ 自治体職員の行政コミュニケーションに見られる地域差」朝日祥之 吉岡泰夫 相澤正夫「 , ,
［世界の言語研究所 ］17
・ 延世大学校言語情報研究院（ ）と韓国語辞典の編纂（韓国 」 徐尚揆「 ）ILIS











・ 海外における日本語学習者の学習環境と学習手段」 小河原義朗 金田智子 笠井淳子「 , ,
［世界の言語研究所 ］18
・ スロベニアの言語研究所と言語資源（スロベニア 」 茂木俊伸 アンドレイ・ベケシュ「 ） ,
年間 ページという分量は，学会機関誌等の学術雑誌に比べても，遜色のない分量である。281
また 『日本語科学』に掲載される論文は，所内外の研究者による厳正な審査を経て掲載され，
る。平成 年度の投稿状況は「投稿 （うち海外 ，採用 ，不採用 ，修正中・査読中 ，17 23 5 5 7 6）
返却 」である（返却は投稿規程に合致しないために不受理としたもの 。また，平成 年度の5 17）





































平成 年度は，日本語教育論集編集委員会を 回開催し，投稿論文の審査，論文集全体の内17 3
容・構成に関する検討，編集作業を行い 『日本語教育論集 号』を刊行した。， 22








・ 辞書検索能力を養成する初級漢字カリキュラムの理念と実践 （柳町智治・副田恵理子・「 」
平塚真理・和田衣世）
【研究ノート】






16 21 824平成 年度刊行の第 号については，国内外の日本語教育関係機関及び関係者に対し，
部配布した。このうち，海外の日本語教育関係者への周知及び海外からの投稿を促進するため，
























平成 年度刊行の第 号から，日本語教育の実践に基づいた研究や調査報告・実践報告など13 18

























































① 『日本語ブックレット （平成 年 月作成 電子版）2005 18 3』
担当者
研究員 ：熊谷康雄 伊藤雅光 池田理恵子 新野直哉 齋藤達哉
研究補佐員：竹部歩美
『 』 （ ），『 』内容： 国語年鑑 の編集刊行 業務番号 日本語状況新聞記事データベース39
の構築公開（業務番号 ）などとの関連を踏まえて，次のような情報を集成42
編集し，それらについての平成 （ ）年の動向を記述分析する解説文を16 2004
掲載したもの。







し，平成 年度からの本格的公開を実現した。詳しくは，業務番号 の記17 39
述を参照されたい。
② 『日本語教育の新たな文脈－学習環境，接触場面，コミュニケーションの多様性 （平』
成 年 月出版 判 ページ）18 3 A5 320
担当者











① 新「ことば」シリーズ 冊 （業務番号 ）1 36
② 啓発ビデオ「ことばビデオ」シリーズ 巻 （業務番号 ）1 37





















平成 年度に作成・刊行した 種の成果物，及び従来刊行・制作を継続している「新『こと17 2




部会員 ：伊藤雅光（部会長） 横山詔一 野山広 山田貞雄 丸山岳彦 塚田実知代
田島正幸 鈴木美保子
運営担当：塚田実知代 宮崎ユカ 総務課










今年度は前年度までに通算 回開催したフォーラムに加えて，次のものを 回開催し，目24 5
標を達成した。
第 回（ 立川市 「はじめまして，国語研究所です。－調査・研究の 今 －」25 2005.5.14 “ ”）
国立国語研究所講堂
企画者：横山詔一
発表者：杉戸清樹（所長 ，前川喜久雄（研究開発部門 ，吉岡泰夫（研究開発部門）） ）
司会者：丸山岳彦
参加者： 名230
第 回（ ，武蔵野市 「ことばと国際理解－国際理解につながることばの教育－」26 2005.7.30 ）
武蔵野スイングビル
企画者：野山広




第 回（ ，札幌市 「伝え合いの言葉－コミュニケーションの意味－」27 2005.9.18 ）
北海道大学学術交流会館
企画者：野山広，小林ミナ
発表者：熊谷智子（研究開発部門 ，柳町智治（北海道大学留学生センター ，） ）
（ ）， （ ）， （ ）岡本能里子 東京国際大学 杉戸清樹 所長 小林ミナ 北海道大学留学生センター
司会者：野山広
参加者： 名129
第 回（ ，名古屋市 「外来語の過去・現在・未来」名古屋国際センター・別棟ホール28 2005.11.5 ）
企画者：丸山岳彦
発表者：杉戸清樹（所長 ，清水義範（作家 ，水谷修（名古屋外国語大学）） ）
司会者：柏野和佳子（研究開発部門）
参加者： 名150
第 回（ ，立川市 「コミュニケーションとは何か－伝え合いの意味－」29 2006.2.18 ）
国立国語研究所講堂
企画者：野山広，伊藤雅光














立川市の協力：第 回「はじめまして，国語研究所です－調査・研究の 今 －」25 “ ”
第 回「コミュニケーションとは何か－伝え合いの意味－」29






第 回， 回， 回に，国立印刷局政府刊行物サービスセンターにより，本事業に関係25 27 28
「 『 』 」 。の深い 新 ことば シリーズ などの展示販売が各会場で実施され参加者から好評を得た












25 “ ”工夫を凝らした。例えば，第 回「はじめまして，国語研究所です。－調査・研究の 今
」 「 」 ， 。 ，－ では立川移転後はじめての ことば フォーラムであり 施設公開も併せて行った また





せられたが 中にはその趣旨を誤解している向きも少なくなかった そこで 前年度に続き 外， 。 ， 「






















月刊雑誌の 日本語学 明治書院 と 月刊言語 大修館書店刊 に加えて 今年度は 月『 』（ ） 『 』（ ） ， 『
刊日本語 （アルク）にも，ほぼ毎回の開催案内が掲載された。』
○内容の充実度（アンケート調査における満足度）









新「ことば」シリーズ部会：田中牧郎（部会長） 山田貞雄 小沼悦 柏野和佳子
山口昌也 塩田俊仁 鈴木美保子
執筆者・座談会出席者（上記部会員との重複を除く ：杉戸清樹 相澤正夫 吉岡泰夫）
米田正人 山崎誠 前川喜久雄 井上優 熊谷智子
三井はるみ 宇佐美洋 金田智子 新野直哉 小椋秀樹
















・解説（ 編 「 外来語言い換え提案』は何を目指しているか （相澤正夫 「現代社会にお4 ）『 」 ），
」（ ），「 」（ ），「 」ける外来語の実態 田中牧郎 新聞記事の外来語 福田亮 科学の知識を伝える言葉
（長谷川眞理子）



















483 3,500・ 上記と別に，国立印刷局より刊行，販売を行っている（一部 円（税込 ，初版）
部 。通常の書籍のように一般の書店で手軽に入手できないということもあり，今後更に，）
本シリーズに対する社会での認知度を上げていくことが望まれる。このため，従来関連学会






















尾崎喜光（委員長・部会長） 井上文子 小磯花絵 小河原義朗
佐々木和彦（ ） 冨澤広（ ）平成 年 月 日まで 平成 年 月 日から17 10 31 17 11 1
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所外（ビデオ作品制作委員会所外委員）




「 」 『 』ことば ビデオシリーズ＜豊かな言語生活をめざして＞ 日本語の音声に耳を傾けると5 …
を作成し， 月末日に制作会社からマスター・テープが納品された。 方式で，長さ 分，2 VHS 34
対象は中学生以上である。ビデオテープには，作品の内容，各場面の趣旨説明，シナリオ全文，
視聴・利用のための解説などを載せた「解説書」を添付した。




本シリーズの第 巻から第 巻までは，平成 年度に作成した同シリーズ第 巻『相手を理2 4 13 1
解する』で扱った つのテーマ（ すみません」の意味・機能，方言，丁寧な言葉 「ほめる」と5 「 ，











第 話 気持ちや意図を伝える音声（ 分）1 10
第 話 方言の中の音声（ 分）2 14





























償配付を行っている（本年度は か所 。また，有償頒布については，当初，研究所会計課が729 ）
行ってきたが，より簡便な民間の流通経路による市販を実現させている。
また，本ビデオ作品は，学校教育だけでなく，成人を対象とした社会教育，外国人のための日







































としての『国語年鑑 （刊行物， - ， ページの複合形態）と，日本語に関する動向や』 CD ROM WEB
WEB 2資料を分かりやすい形で広く一般に向けて提供する 日本語ブックレット ページ との『 』（ ）





研究員 ：熊谷康雄 伊藤雅光 新野直哉 齋藤達哉 （池田理恵子）
研究補佐員：竹部歩美 杉本裕子 五味由香
（１） 年版日本語研究文献データベースの構築2004
刊行図書・雑誌論文・総合雑誌文献について，平成 年 月中旬までに，平成 （ ）17 7 16 2004
年発行分の目録データ入力を完了した。引き続き，平成 年発行分の入力段階に進んだ。17
（２ 『国語年鑑』 年版の刊行（刊行物， - ， ページの複合形態）） 2005 CD ROM WEB
平成 年 月 日に，大日本図書から刊行した。内容は，以下のとおりである。17 11 30
① 動向： 刊行図書の動向 「雑誌文献の動向 「総合雑誌記事の傾向」「 」 」
「新聞記事に見る分野・話題の推移」を掲載した。
② 文献目録： 刊行図書」 件 「雑誌文献」 件を掲載した。「 ，1,050 3,011
「 」 ， ，「 」 。③ 名簿： 国語関係者名簿 約 名分 各学会・関係諸団体一覧 ほかを掲載した2 000
④ - ： 刊行図書目録 「雑誌文献目録」の電子データを添付した。CD ROM 「 」
⑤ 資料： 科学研究費採択一覧」等は， ページでの公開とした。「 WEB
（３ 『日本語ブックレット』の公開（ ページ）） WEB
『日本語ブックレット』は，日本語に関する動向や資料を分かりやすい形で広く提供するも
のである。
『日本語ブックレット』は，平成 年度に行った重点見直しの成果の一部として， 年度14 15
から開始した事業である。 年度には，試作版を作成し， による ページとして公開15 PDF WEB
した。 年度には，文部科学省「国語力向上のモデル校」となっているすべての小・中・高16
等学校 校に利用方法に関するアンケート調査を実施した。また，その結果に基づき，改訂194
を加え 改訂版として により 上に公開した。, PDF WEB
平成 年度は，電子版の ページを新たに作成し，本格的な公開を実現した。17 WEB





把握しておくことが前提となる 『国語年鑑』は，日本語の研究における 次情報（文献記事）。 1
に行き着くまでの研究文献目録情報源として，半世紀以上刊行を続けており，必須文献としての
評価は既に学界で定着している。また，平成 年度からは，動向分析・総合雑誌記事目録・研15
究文献目録データ - を付して，内容・利便性を強化した。CD ROM
近年 『国語年鑑』のデータの 次的利用としては，以下のものが見られた。， 2
（１）野浪正隆： 国語年鑑データ閲覧 作成ページ試作版」「 table
（ - ）http://okumedia.cc.osaka kyoiku.ac.jp/~kokugo/nonami/java/knvsample.html
（ 年 月 日から，大阪教育大学の 上で公開）1999 12 3 WEB
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（２）日野資成： 国語学』と『日本語学』－『国語年鑑』による意識調査－」「『
（ 国語学』 - ， 年 月 国語学会）『 53 1 2002 1
（３）刊行された文献目録（研究所と国語学会との共同事業 件）3





（ ～ 年版相当の雑誌論文を中心に 万件を収録。国語学会との共同事業）1954 1985 12
②「国語学研究文献総索引データ 追加文献データ 」No.1
（ ～ 年版相当の雑誌論文を中心に 万 千件を収録。国立国語研究所作成）1986 1991 2 1
③「国語学研究文献総索引データ 追加文献データ 」No.2
（ 年版～ 年版の雑誌論文収録。国立国語研究所作成。平成 年 月公開）1992 2003 18 5
（５）次の論文集は 『国語年鑑』のデータを基に論文の選定が行われている。，
論説資料保存会『日本語学論説資料』 （毎年刊行。現在第 号まで刊行。40
なお， 年（第 号）からは，研究所が監修者となっている ）2003 38 。
○社会的有用性
『日本語ブックレット』には 『国語年鑑』から抽出した「日本語本目録 「一般向け雑誌記事， 」
目録」に加え 「ことばに関する新聞記事見出しデータベース 「総合雑誌等の日本語関係記事目， 」
録データ」を掲載した。日本語に興味を持つ一般の人々向けに，日本語に関する動向や資料を編
集したものである。したがって，広く利用されることが期待できる。




















関動向を掲載するとともに，創刊号からの機関動向に記載がある ～ 年の日本語教育関1998 2004
係年表を付録として入れた。第三章は，日本語教育関係機関（国内の学会・研究会，国際交流協
会等 ，及び研究費補助金採択課題や助成財団等の一覧（リスト）となっている。第四章は，日）


















『日本語教育年鑑 年版』を平成 年 月に㈱くろしお出版から刊行した（ 部 。ま2005 17 10 800 ）
た, 平成 年刊行予定の『 年版』のための情報収集，原稿作成を進めた。内容を検討し，18 2006
冊子 の棲み分けをはっきりさせ，内容を改変することとし, その準備を開始した。/WEB
○成果報告書等の内容の充実度












。 「 」『 』研究所ホームページに掲載 国語研 上の 日本語教育年鑑情報検索 に 日本語教育年鑑HP 2005
の論文及び科研費データ追加し の形を新しくした。 年版までのデータへのアクセス件, HP 2004










（１） 年分として約 件を収集し，書誌情報の入力及び検索情報の付加を行った。2005 4,000
（２）研究所ホームページ上では，既に 年から 年までの目録データを公開していた。1949 2002






， 。 ，① 年 年の 年分の目録データをホームページ上で追加公開した これにより2003 2004 2
公開データは， 年～ 年の約 万 千件となる。1949 2004 13 4




池田「新聞記事に見る分野・話題の推移 （ 国語年鑑 年版』 年 月，」『 2005 2005 12
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大日本図書）
「 」（『 』 ，池田 新聞に見られた日本語をめぐる状況 日本語ブックレット 年 月2004 2006 3
電子版として国語研究所ホームページ上で公開）
池田「新聞記事に見る敬語の話題－学校と職場における呼称－ （ 日本語学－敬語」『
理論と実践 （臨時増刊号 ， 年 月，明治書院）』 ） 2005 9
○学術的有用性


































































した蓄積・保存・管理・運用・公開利用のためのシステム（ 日本語情報資料館システム ）に位「 」
置付けることによって，研究成果の組織的な保存・公開の中で役立つものとなる。
担当
研究員：熊谷康雄 礒部よし子 小高京子 森本祥子
○実施状況
（１）平成 年度公開を予定していた追加公開 ページ分に当たる電子化報告書（国立17 3,000



























研究員 ：熊谷康雄 井上文子 朝日祥之 礒部よし子 小高京子 森本祥子




言語地図』の原資料及びその言語地図，並びに昭和 年度から 年度にかけて文化庁が行った52 60
全国規模の「各地方言収集緊急調査 （方言による会話を収録）の録音テープ及び文字化資料を」
中心に行った。
『日本言語地図』の原カード（ 万枚）の情報をデータベース化し 『日本言語地図データベ50 ，
ース』として，整備，点検が済んだ部分からインターネット上に公開することとし，また，原資
料のデータベース化にとどまらず，関連資料も含めた調査研究資料のアーカイブとしての整備を






研究資料のデジタル化：データの蓄積と公開（ネットワーク， - 等）CD ROM
（１ 『日本言語地図』の原カードの画像ファイル化と，回答情報のコードデータ化を進めた）
（ ）。 。データベース科研による補助を受けた 全体の約 割の原カードの電子化を終了した9
インターネット上へ公開のするための画像データベース試作版を作成した。




（４）方言談話資料 及び - を作成し 『国立国語研究所資料集 全国方言談話デCD CD ROM 13，
13-1 1 13-2 2ータベース 日本のふるさとことば集成 として 第 巻 北海道・青森 第』 ，『 』，『




























ナンス等を行い，システムの運用を継続した（平成17年度末の利用登録者数 人 。4,587 ）
コンテンツの充実に関連して，別掲の「 を活用した日本語学習環境の整備（ プログIT e-Japan





























研究員 ：柳澤好昭 野山広 島村直己 早田美智子 植木正裕
事務補佐員 ：篠崎佳子

















ー第二研究室で作成した初級 語をデータベースに取り込んだ。この 語については語釈200 200
を与え，別に冊子として配布する予定。このデータベースには，ほかに七種対照語彙表，工藤
語彙表，玉村語彙表，日本語能力試験 ・ 級用語彙を収録する予定であるが，それらの語彙1 2
の機械可読化は今年度ですべて終了した。なお 「日本語教育のための基本語彙調査」は元々，
登録済みである 『国語年鑑』創刊号から 年分を基にして，作文に関する研究文献の目録を。 50
作成した 『 』に基づいて，リテラシーに関する各国の統計情報。 CIA World Factbook 2004
をデータベース化した。国定読本の語彙の分析を行い，昨年 月の全国大学国語教育学会で10
発表した。報告書『国語の近代 『現代漢字教育研究』を執筆した。明治時代の日本人のリテ』
ラシーに関して概観的な記述を行ったが，これについては，平成 年 月の日本語学会で発18 5
表する予定。
（３）母語別用例辞典（インドネシア語版）の改訂編纂













4,587 17 17 590ットワークの利用登録者総数は 名 平成 年度末 で 平成 年度の新規登録数は（ ） ，
名である。所蔵する情報と， 年度末に 事業「 を活用した日本語学習環境の整備と17 e-Japan IT


































国定読本の語彙の分析を行い，全国大学国語教育学会（ 年 月）で発表した。日本語教育2005 10
情報の蓄積と提供・資料室の運営では 『日本語教育年鑑 年版』の刊行という形，学会誌機， 2005
関誌掲載論文と科研費研究課題の検索データベースの公開という形で成果報告を行った。
○成果報告書等の内容の充実度






































平成 年度は，平成 年度に刊行した「日本語教育ブックレット ：日本語教材と著作権」17 13 2
の改訂版（刊行時以降の法律等の改正点を修正）を刊行した。また，平成 年 月 日に開催17 3 20
した平成 年度第 回短期研修の内容をまとめた「日本語教育ブックレット ： 教室活動にお16 4 9 「










・関係機関・学校等に無償で配布するのに加えて，実費有償（ 部 円）で頒布する体制を1 500
用意し，個人からの購入希望への対応や研究所催事（研修会 研究発表会等）での展示販売,
を継続した。既刊の 冊の頒布実績は以下のとおりである。ブックレット （ 冊 ，ブッ8 1 595 ）
2 546 3 419 4 436 5クレット （ 冊 ，ブックレット （ 冊 ，ブックレット （ 冊 ，ブックレット） ） ）





























































の「バーチャル展示 （ネットワークによる資料の公開・閲覧）を継続しつつ 「日本語情報資料」 ，
館」のシステムの改良・運用を行った。






また，電子化報告書についても，全体を小さく分割して 化したものを タイトルや目次かPDF ,
1 1ら検索してページの閲覧できるようにしているが， 冊をまるごと利用する利用者のために，
冊ごとに全体を つの ファイル化したものを，既公開の報告書 ～ について作成した。1 PDF 1 10
3 14 29,665文献情報データベースについて，追加公開のデータ（平成 年～平成 年の雑誌論文
件）整備が完了し，公開準備を行った。
「 」（ ） 。バーチャル展示 ネットワークによる資料の公開・閲覧 を下記の内容・構成で運用した
（１）電子資料館



































研究員 ：熊谷康雄 横山詔一 高田智和 米田純子
研究補佐員 ：和田志子
非常勤研究員：エリク・ロング
協力者(国内)：国立印刷局 国立国会図書館 日本書籍出版協会 早稲田大学図書館
協力者(国外)：ジョセフ・ケス〔カナダ王立学士院会員，ビクトリア大学教授，カナダ〕
【 - 対応の システムの改良：国立国会図書館との共同研究】NDL OPAC JiBOOKS
NDL WEB国立国会図書館（英語略称は ）は日本を代表する図書館であり，その蔵書情報を
で検索するためのシステムを - という。当プロジェクトは， - システムのNDL OPAC NDL OPAC
， 。 ，検索結果を 海外に日本語で配信するための実験システムを昨年度までに開発した 今年度は
そのシステムにあったいくつかの不具合を修正し，機能を向上させた。ちなみに，国立国会図
書館は自らの ページのトップページから外部機関に直接リンクをはることはなかった。WEB
この前例を破って，このプロジェクトで開発した - 対応版の システムに対NDL OPAC JiBOOKS




（ 年 月）Eric Long, & Shoichi Yokoyama 2005 12
Text genre and kanji frequency, , 10, pp.55 72, Ram Verlag.Glottometrics - -
＜国際学術研究集会における発表の状況＞
（ 年 月）Yukiko Wada, Eric Long, & Shoichi Yokoyama 2005 8
Standardization of kanji in Japan and the e Gov kanji database: Language policy, kanji,-
technology, and the National Institute for Japanese Language.
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カナダ日本語教育振興会（ ） 年度大会 カナダ・ブリティッシュコロンビアCAJLE 2005
州ビクトリアにて
＜海外の書籍における発表の状況＞
（ ）Wada, Y., Yokoyama, S., & Long, E. 2005
Language policy and planning for Japanese orthography and the e Gov project. In J. Kess &-
H. Lansdowne Eds. Centre for Asia Pacific Initiatives, British（ ） -Why Japan matters!
Columbia, Canada: University of Victoria, pp. 467 479.-
＜国内学術誌（査読付き）における発表の状況＞
横山詔一（ 年 月 「異体字選好は新聞漢字頻度から予測可能か 『計量国語学』 巻2006 3 25） 」
号 - ，計量国語学会4 pp.181 194
＜国内商業誌における発表の状況＞














61 Web日本書籍出版協会が提供している最新の出版情報 約 万冊分 の検索 早稲田大学図書館（ ） ，





「 （高度情報通信技術）を活用した日本語学習環境の整備」事業は，平成 年 月，内閣IT 14 1
IT e-Japanに設置された 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 戦略本部 が策定した「 」（ ） 「
戦略」に基づく「 プログラム」の一環として，国立国語研究所が行う事業である。e-Japan2002
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研究員 ：柳澤好昭 野山広 植木正裕 早田美智子
事務補佐員：高橋悦子 濱川祐紀代 小根山美鈴
平成 年度までに東アジア 韓国 中国 台湾 インドネシア マレーシア タイ 欧州 英16 （ ， ， ， ， ， ）， （
国，仏国，独国 ，南米（ブラジル，アルゼンチン，ペルー）を対象に，日本語入出力環境を持）
PC OS e-Japanたない海外の日本語教育機関の 利用者に対して， 環境設定に関する情報の提供（
サイト： ，自国語環境の で日本語教材作成が行えるソフトウhttp://www.kokken.go.jp/eJapan/ OS）


































18は 現在 日本語電子情報資料館との統合を進めている日本語教育ネットワークにおいて 平成， ， ，
年度前半に公開する。また，これまでの提供物へのアクセス状況，利用状況は，既に サイWEB



































日本語教育関連団体 国際文化フォーラム, 国際日本語普及協会 ,（ （ ）AJALT
対象国の学会と教師会等 関連企業 社）3
平成 年度は最終年度であり，新規作成は行わず，以下について，利用者や協力者からのフ17

























































， 。 。すべての成果物の作成 公開が終了した 正式公開に向けて最後の微調整や修正を行っている
平成 年度当初に新しい サイトで上記の成果物を公開する準備を終えた。18 WEB
○成果報告書等の成果公表手段の適切性
これまで， サイト：日本語教育の世界 （ ）及び本事業のWEB J-Web http://www.kokken.go.jp/jsl/
サイト（ ）において，進捗状況を公開してきた。また，ソフWEB http://www.kokken.go.jp/eJapan/
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研究員 ：柳澤好昭 野山広 植木正裕 早田美智子
事務補佐員：高橋悦子 篠崎佳子 小根山美鈴























る学習についての知見が平成 年度初頭にまとめられる（学制の違いによる 。これらをま18 ）











年間で延べ 人からのアクセス（ヒット件数は 件）があった。年平均にして3 559,482 5,932,355
186,497 15 33,124延べ 人である。国際交流基金の平成 年の調査結果では，海外の日本語教師数は




， ， ， ， ， ，クセスは 回であるが その際のキーワードの上位は 相関係数 擬態語 擬音語79,986 J-Web,
散布図， ， 年理科，回帰分析，日本語教育，日本語会話など，コンテンツに関連したもe-Japan 6
のが大部分である。これは，海外巡回指導，国内研修，その参加者を通じての周知が大きく関与
。 ， ， 。していると考えられる また 提供している成果物が 日本語教師にとって有益なものと言える
○成果報告書等の作成状況
これまでの 年間の集大成として，以下の刊行物を作成している。4
教材や学習用 サイトの評価に関する刊行物を作成し，既に配布中。● CD WEB
国内の研修参加者への開発研究及び導入実践の支援を行った成果を一般普及書として刊行●
する準備を進めている（平成 年 月に刊行 。18 6 ）
， ，●提供した発声発語訓練システムによって収集 蓄積された学習者の日本語音声データを元に







学習についての知見が平成 年度初頭にまとめられる（学制の違いによる 。これらをまと18 ）

















（１）平成 年度に を開始し平成 年度には 件，平成 年度（移転の関係により平14 ILL 15 108 16
















































研究員 ：井上優 金田智子 小河原義朗 菅井英明 福永由佳
研究補佐員：成田高広
【短期研修】











平成 年度テーマ「教育内容の改善・教育環境の整備のための方法 （個人応募者に対して17 」
は， 年度テーマの下 「授業の観察と分析」という枠組みの中で，各自の興味・関心に応じ17 ，
て課題を設定し，研修活動を行った ）。
［研修期間］ 平成 年 月 日～平成 年 月 日17 5 14 18 3 10












第 回 「自分自身の指導現場の経験を振り返って」 丸山敬介（同志社女子大学）1
第 回 「授業を見る－その －」 金田智子（国立国語研究所）2 1
第 回 「授業観察とそのデータを生かすには」 才田いずみ（東北大学）3




「 」 （ ）状況的学習論の見方を通して考えられる各自の課題について 西口光一 大阪大学
「自律学習支援について」 青木直子（大阪大学）
⑤ 中間発表会 平成 年 月 日に合同開催（非公開）17 9 11
⑥ 課題に基づく研究活動をまとめた修了レポートの作成 平成 年 月 日提出18 2 9













［研修期間］平成 年度研修 平成 年 月 日～平成 年 月 日16 16 3 29 17 12 20


























⑧ 研修成果発表会「第１回日本語教育機関の を考えるラウンドテーブル（仮称 」のFD ）















けた。平成 年度は以下の研修（ 地域 回）を開催した。参加者は延べ 名であった。17 3 5 293
第１回「 作文対訳データベース」の多様な活用のために」「
（平成 年 月 日（日） ～ 国立国語研究所 参加人数 名）18 1 29 13:00 16:40 93
・ 学習者の日本語作文と母語の作文の比較 （国立国語研究所 井上優）「 」
・ 中国人学習者と日本語母語話者の意見文の比較－文末のモダリティ及び疑問文「
の分析－ （伊集院郁子・髙橋圭子）」
・ 形態素情報からみた学習者作文の特徴 （国立国語研究所 鑓水兼貴）「 」




（平成 年 月 日（日） ～ 国立国語研究所 参加人数 名）18 2 5 10:00 17:00 75
本研修は，業務番号 「国外 地域対象の日本語学習環境の実態調査」の成果公22 5
表を兼ねて行った （具体的な内容は業務番号 参照 ）。 。22
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第３回「作文採点者間ミーティングの運営と教育現場での実践について」





（平成 年 月 日（日） ～ 広島 ホール 参加人数 名）18 3 5 13:00 16:40 YMCA 54
・ 言語データとしての作文対訳データベース （国立国語研究所 井上優）「 」
・ 形態素情報と添削情報を利用した学習者作文の分析 （国立国語研究所 鑓水兼貴）「 」
・ 学習者作文に対する教師コメントの分析 （国立国語研究所 宇佐美洋）「 」
・質疑応答, ディスカッション
第５回「語彙教育のためのコーパスの活用」
（ （ ） ）平成 年 月 日 水 ～ キャンパスプラザ京都 参加人数 名18 3 22 13:00 16:40 51
・ 日本語コーパスとコロケーション （姫路獨協大学 大曾美惠子）「 」
・ コーパスを利用した複合動詞の類義分析 （名古屋大学 杉村泰）「 」






一環として研修事業を行ってきた 遠隔研修は この研修受講者で遠隔地にいる日本語教師 国。 ， （
内外を問わず）を対象に，研修内容もコンピュータ利用日本語教育に限定して実施してきた。
， 。なお 遠隔教育の蓄積やコンピュータ利用教育の効果に関する知見を得る目的も含まれていた







とった。これらの知見は 「 を活用した日本語学習環境の整備と人材育成」事業の刊行物と， IT





趣旨・内容・過去の研修テーマ等に関する情報を配信できるようにしている （平成 年度を。 17
もって研修事業は終了するため，新たな募集は行わなかった ）。
［短期研修］












」「 」 。い議論ができた 調査や分析の方法を身に付けることができた といったコメントが聞かれた




5 74.4%短期研修については 回の研修会ごとに参加者へのアンケートを行い 全体で参加者の， ，
から回答が得られた。このうち 「非常に参考になった 「新しい情報が得られた 「分かりやす， 」 」











， ， ，短期研修は 日本語教育に関連する最新の研究成果を紹介するという場でもあり その意味で
一定の学術的有用性があると言える。また，短期研修の内容を基にした『日本語教育ブックレッ













































付けられており 「日本語教育指導者養成プログラム （修士課程 「日本言語文化研究プログ， 」 ），
ラム （博士課程）からなる。」
修士課程では 連携 機関の教員が分担して 言語領域 日本語表現法, 日本語学, 言語学,， ， （3
社会言語学, 対照言語学等 ，言語教育領域（日本語教育概論, 日本語教授法, 第二言語教育）









， ， ， 。年間の研究期間と博士論文執筆資格試験等を経て 論文完成 課程修了 博士号取得を目指す
担当
大学院運営委員会 ：杉戸清樹（委員長） 齊藤秀昭 上野喜代人 塩田俊仁
相澤正夫 柳澤好昭 熊谷康雄 山崎誠 前川喜久雄 井上優
横山詔一 熊谷智子 金田智子 小河原義朗
修士課程部会 ：柳澤好昭 熊谷智子 小河原義朗 塩田俊仁






















平成 年 月に受入れた修士課程第 期生（ 名）に対して，講義・演習・修了論文等作16 10 4 6
成指導を継続した結果，平成 年 月に全員が学位を取得して課程を修了した。修了論文・17 9
レポートは『日本言語文化研究会論集創刊号』に収録された。



















さらに，第 期生を平成 年 月から受入れることを目指して，その募集，選抜試験（書6 18 10













博士課程は，第 期生 名（中国）を平成 年 月から受入れて指導を継続している。そ1 1 15 10
の指導には，研究所から杉戸清樹が主担当指導教員，金田智子が副担当指導教員として参加し
ているほか，政策研究大学院大学から 名，日本語国際センターから 名，さらに中国・北京1 1
日本学研究センター（研究所と学術交流協定関係にある）の教官が 名，計 名が参加してい1 5
る。
第 期生は，海外からの 名の応募者から 名（タイ）を選抜試験（書類審査・筆記試験2 12 1
・面接試験等）を経て受入れ，平成 年 月から指導を開始した。この指導には，研究所か16 10
ら相澤正夫が主担当指導教員，宇佐美洋が副担当指導教員として参加しているほか，政策研究
大学院大学から 名，日本語国際センターから 名，計 名が参加している。1 1 4
第 期生は，海外からの 名の応募者から 名（中国）を選抜試験（書類審査・筆記試験3 25 1

















， ， ， 。本プログラムは 当初 一橋大学からの提案を受けて 設立に向けた協議を始めたものである
所長・理事と先方の学長・研究科長・センター長との基本的合意に基づき，研究所の大学院運営
委員会に「一橋部会」を設け，井上優，前川喜久雄，七五三掛哲郎，塩田俊仁（ 年 月まで16 9
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杉戸清樹も）が部会員として，一橋大学関係者との実務的協議に当たった。平成 年 月まで17 3
17に，カリキュラム，教育・指導担当体制等を作成し，大学院生の募集と入試選考を行い，平成










学院と同じく， 年間での単位取得と修士論文執筆を目指す。平成 年度には博士課程が創設2 19
される予定である。
本プログラムの担当者は （ ）コア・スタッフ（連携教授：入試その他のプログラム運営，講， 1
義・演習，論文作成指導を担当）と （ ）協力スタッフ（非常勤：講義のみを担当）からなる。， 2








































研究機関等の求めに応じ，職員を派遣した。平成 年度の研究機関等への派遣実績は 件17 166
であった。また 平成 年度は 文化庁国語課に研究員 名を併任職員として派遣した。, 17 , 1
なお，マスメディア等からの取材及び出演要請については， 件の依頼すべてに対応した。58





国立大学 件 私立大学 件 その他 件40 , 17 , 6
（２）委員会等委員（ 件）47




国の機関等 件，大学等 件，地方公共団体 件，民間団体等 件，7 37 5 5




新聞社 件，出版社 件，テレビ局 件，ラジオ局 件，企業 件，25 4 8 6 2
その他 件10
（２）連載対応（ 件）4
































いる。平成 年 月に立川庁舎への移転が完了し，平成 年度当初から新たに情報公開室に年17 2 17




研究所への見学案内実績は，計 団体 名と個人 名の計 名であった。13 312 146 438
施設の公開等（見学案内内訳）
公的な依頼のあったもの：計 件 名17 312
日本経済新聞東京本社編集局 名，一橋大学大学院言語社会研究科 名,6 10
日本大学 名，日本音声学会 名，愛知県立西尾市立西尾中学校 名,14 2 2
立川市小中学校国語科教員 名，秋田大学教育文化学部 名,30 8
立川市及び大町市市議会員 名，社団法人 日本建築家協会 名,47 40
国土交通省国土交通大学校 名，財団法人 日本ユースホステル協会 名,45 12
財団法人 全国建設研修センター 名, 社団法人 日本セカンドライフ協会 名,30 19
府中第一中学校 名，国土交通大臣官房官庁営繕部 名,2 5
群馬県立前橋高等学校 名，立川市公民館 名18 22






「国語研の窓」部会：大西拓一郎（部会長） 米田純子 小椋秀樹 森本祥子
田島正幸 鈴木美保子
4 17 4 24 17 7 25（ ） ， 。 ， （ ），１ 従来と同様 年 回発行した 上記部会は平成 年 月に発足し 号 平成 年 月
号（同年 月 ， 号（平成 年 月 ， 号（同年 月）を作成した。各号約 部発10 26 18 1 27 4 6000） ）
行した。
（２）各号はいずれも 判 ページで，基本構成は以下のとおり。A4 8
表紙写真 「暮らしに生きることば （言葉に関するエッセイ）p.1 , 」
～ 「研究室から （国立国語研究所の研究事業の紹介・解説）p.2 3 」
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～ 「解説 「刊行物紹介 「 ことば」フォーラムの報告」ほかp.4 5 」 」「










④ 平成 年 月の立川移転後，新庁舎並びに近隣の風景などを表紙等の写真で紹介する17 2
工夫を行った。
































にホームページの活用を進めた。また 「日本語情報資料館」システムの改良 「日本語教育支援， ，
総合ネットワークシステム 「日本語図書の海外提供システム ，蔵書目録，電子化報告書等の」， 」
追加 「 」プログラムによる情報発信，刊行物，各種催しの案内等，研究所の研究成果の， e-Japan





平成 年度 件10 115,680
平成 年度 件11 250,086
平成 年度 件12 434,405
平成 年度 件13 1,498,758
平成 年度 件14 3,818,474
平成 年度 件15 6,086,098
平成 年度 件16 5,232,532
平成 年度 件17 5,433,785








。 ，を設けるなど 統一性を持った広報活動を遂行できる体制を整備した この体制の下で直接対面,















（１）平成 年度及び過去 年間の外部資金の獲得状況は以下のようになっている。17 4
区 分 年度 年度 年度 年度 年度13 14 15 16 17
万円 万円 万円 万円 万円獲 得 金 額 16,280 22,294 24,848 12,174 8,769
（内訳）
万円 万円 万円 万円 万円科学研究費補助金 4,013 5,051 5,402 4,691 4,646
件 件 件 件 件（件数） 19 21 22 22 25
万円 万円 万円 万円 万円科学技術振興調整費 11,597 12,095 11,996 0 0
件 件 件 件 件1 1 1 0 0
万円 万円 万円 万円国等の委託費等 4,216 6,323 5,464 2,895




万円 万円 万円 万円 万円版権及び著作権使用料ほか 631 932 1,127 2,019 1,228




科学研究費補助金は，平成 年度から 件増加し金額は 万円である。16 3 4,646
国等の委託事業について 平成 年度は「電子政府の文字基盤となる汎用電子情報交換環, 17
境整備プログラム （経済産業省公募事業 日本規格協会及び情報処理学会との共同事業 平」 , ,
成 年度から 年計画）が継続採択（ 万円）されるとともに「発話を重視した日本14 4 2,705 ,
語 - システムの開発 （総務省戦略的情報通信研究開発推進制度 北陸先端科学技術e Learning ,」
大学院大学及び宮城教育大学との共同事業 平成 年度から 年計画）が継続採択（ 万, 15 3 130
円）された。


































課長補佐 名転出 名転入1 1
係 長 名転出 名転入1 1
専門職員 名転出1
係 員 名転出1
合 計 名転出 名転入4 2
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交流機関は以下のとおり。
転出：東京大学 名，東京医科歯科大学 名 （独）メディア教育開発センター 名1 2 1，
転入：東京医科歯科大学 名2
， 。事務系職員の法人化後の過去 年間における人事交流実績は 以下の表のとおりである5
また，平成 年度は，管理業務と国語研究の双方に通暁した人材の育成を目的として事17
務系職員 名の新規採用を行った。2
年度 年度 年度 年度 年度 計13 14 15 16 17
転出 ４ ３ ３ ３ ４ １７
転入 ５ ３ ３ ２ ２ １５
（２）研究職員等の任用等に当たっては，以下のような対応を行った。
① 採用に当たっては，欠員の生じた部門について欠員補充の必要性を十分検討の上公募等




に特別奨励研究員の称号を付与して任用することとしている。平成 年度は 名をこれ17 1
に任用した。
③ 研究職員 名を文化庁国語課へ併任した。これは文化審議会の審議等における国語課と1
の連携を強化するとともに 若手研究職員の国語施策面への視野の拡大 資質の向上をねら, ,
いとするものであり，今後も継続することが予定されている。
④ 事務職員１名を文化庁国語課に研修生として派遣した。これは国語課との連携を強化す
るとともに 若手事務職員の国語施策面への視野の拡大 資質の向上を図るものである。, ,
（３）職員の健康管理については，定期健康診断又は人間ドックを受診するよう指導を行った結
果 職員全員が受診した。また，能力開発研修には 研究所の業務に支障がない限り積極的に, ,
参加するよう指導した。
① 健康診断の実施
ア 定期健康診断 名受診 イ 人間ドック 名受診49 37


























（ ， ）研究職員が研究所の職務遂行に支障のない範囲で 所長の承認を得て研修会等に参加
件の研修に 名参加7 10
（内訳）
1 , 80 81 5 ,自然言語処理研究会 名 日本方言研究会（第 回， 回） 名
2 , 1 ,日本語学会（春季・秋季） 名 文化庁日本語教育大会 名




研究種目 研究代表者 研究課題名 項数
基盤研究Ａ 島村 直己 児童・生徒の言語能力と言語生活 129






















研究種目 研究代表者 研究課題名 項数
基盤研究Ｃ 前川 喜久雄 代表性を有する大規模な日本語書き言葉コーパス
(企画調査) の構築と運用に関わる企画調査 142
萌芽研究 大西 拓一郎 地理情報システム言語地図の開発 143
前川 喜久雄 コーパスに基づく話し言葉文体論の構築 144












和田 志子 海外日本語教育用Web漢字辞書の開発研究 151
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児童・生徒の言語能力と言語生活（研究課題名）




























（５ 「毎日新聞 年版」と「新潮文庫の 冊」を対象に漢字調査を行い，結果を計量国） 2003 100
語学会で発表した。
（６ 「教育基本語彙データベース」の改訂のための基礎資料を得るために 「朝日小学生新） ，
聞 「朝日中学生ウィークリー 「毎日小学生新聞 「毎日中学生新聞 （いずれも 年」 」 」 」 2001
版）の語彙調査を行った。







平成 年～ 年度（第 年次）（年度計画） 14 17 4
基盤研究（Ｂ）（研究種目）
大西拓一郎（研究代表者）







































平成 年～ 年度（第 年次）（年度計画） 14 17 4
基盤研究（Ｂ）（研究種目）
田中牧郎（研究代表者）







2切であること ②我々の研究グループが この素材に関して一定の研究成果を得ていること の， ， ，












。 ， 。ための議論に資する有効なデータを提供できる これは 社会的な要請にもこたえることになる
（17年度の研究実施状況）
16 1894 1895平成 年度までに作成した 近代女性雑誌コーパス のデータとしての 女学雑誌 ・『 』 『 』
年 『女学世界』 年 『婦人倶楽部』 年の構造化テキストを対象に，平成 年度は，デ， ，1909 1925 17
ータのチェックを行った。また，既に完成した『太陽コーパス』を活用して研究を展開した。
（17年度の研究成果）
・ 国立国語研究所編 『近代女性雑誌コーパス』 平成 年 月完成，同 月頃に国立国語研， , 18 3 6
究所のホームページを通して公開する予定である。
, , ,・ 田中牧郎 「 敏感』の誕生と定着 『太陽コーパス』を用いて 」『日本近代語研究』『 ― ―
ひつじ書房 年６月pp.31-44, , 2005
, ,・ 山口昌也・田中牧郎「構造化された言語資料に対する全文検索システムの設計と実現」
『自然言語処理』 年 月12-4, pp.55-77, 2005 8
, ,・ 田中牧郎「言文一致と語彙の変化 」―『太陽コーパス』の二字漢語サ変動詞の分析による―




平成 ～ 年度（第 年次）（年度計画） 15 17 3
基礎研究（Ｂ）（研究種目）
柳澤好昭（研究代表者）































平成 年～ 年度（第 年次）（年度計画） 16 18 2
基盤研究（Ｂ）（研究種目）
前川喜久雄（研究代表者）
小磯花絵 小椋秀樹 菊池英明（早稲田大学） 伝康晴（千葉大学）（研究分担者）
日比谷純子（国際基督教大学）
（研究の概要）
代表者らが ～ 年に構築して一般公開した世界最大の自発音声データベースである1999 2003
『日本語話し言葉コーパス』を定量的かつ多面的に解析することによって 現代日本語の自然な,
話し言葉における種々の言語変異（ ）の実情を把握し その分類を確立するこlinguistic variations ,
とである。音声 音韻 形態論 統語 談話の各レベルにおける変異現象を取り上げる。, , , ,
（学術的・社会的有用性）














パス』の短単位 万語全体を対象とした語形変異の調査を実施した。その結果 ）自発的な752 , 1
講演ほど語形の変異率が高いが 変異率は朗読音声でもゼロとはならないこと ）コーパスに含, , 2
まれる語形変異の ％は変異率が高く同時に頻度も高い語彙 項目によってもたらされている77 20
こと ）多くの変異形が存在する語形であっても 頻度の高い変異形を上位から 語まで示せば, 3 , 3
変異の少なくとも ％以上 しばしば ％以上がカバーされることなどを確認した。この結果90 , 99
は国際学会（ ）にて口頭発表するとともに 一部を論文として発表Corpus Linguistics Conference ,
した。
上記のほかに種々の変異現象を個別に分析した結果を以下の論文にまとめた。




17 pp.190-193, 2006.03『社会言語科学会第 回大会発表論文集』
, 24 3 p.28, 2006.03小磯花絵「 場つなぎ表現」が聞き手に与える印象」情報通信ジャーナル （ ）「
, 24 4 p.28, 2006.04小磯花絵 場つなぎ表現に見られる男女差・年代差 情報通信ジャーナル「 」 （ ）
前川喜久雄「話し言葉コーパスの韻律ラベリング」広瀬啓吉編『韻律と音声言語情報処理：アク
, pp.85-93, 2006.セント・イントネーション・リズムの科学』丸善
, ,61 9 , pp.544-549, 2005.前川喜久雄「自発音声とデータベース」日本音響学会誌 （ ）




12 , 2006:03.前川喜久雄「話し言葉と書き言葉」言語処理学会第 回年次大会招待講演
渡辺美知子・伝康晴・広瀬啓吉・峯松信明「フィラーの出現確率予測における節の種類と後続節
2005 , pp. 319-320, 2005.長」日本音響学会 年秋季研究発表会講演
Methods XII: TwelfthJunko Hibiya. “The velar nasal in Japanese: an analysis of CSJ" Paper presented at
, University of Moncton, Canada, 2005:05.International Conference on Methods in Dialectology
Kikuo Maekawa. “Quantitative analysis of word-form variation using a spontaneous speech corpus",
, Birmingham, 2005.Proceedings of Corpus Linguistics 2005
Kikuo Maekawa and Hideaki Kikuchi. “Corpus-based analysis of vowel devoicing in spontaneous
Voicing inJapanese: an interim report." In J. van de Weijer, K. Nanjo, and T. Nishihara, eds.,






































態調査（群馬県，静岡県，愛知県，福岡県など約 地域 ，海外：準備調査（オーストラリア）10 ）
（17年度の研究成果）
論文：野山広（ 「多文化共生社会に対応した外国人受入れ施策や言語教育施策の在り方2005）






（ ）平成 年～ 年度（第 年次）年度計画 15 17 3
（ ）基盤研究（Ｃ）研究種目
（ ）相澤正夫研究代表者





















・ 言語問題の見取り図 （最終版）「 」
・相澤正夫「国立国語研究所『外来語』言い換え提案の目的と意義 『日本言語政策学会第 回」 6
< > 2005.6大会 資料 』
「『 』 『 』 」・相澤正夫 お茶 から おビール まで引ける 辞書 －利用者と提供媒体の見直しから－“ ”
2006.4『日本語辞書学の構築 （倉島節尚編，おうふう）』
・池田理恵子「新聞記事に見る敬語の話題－学校と職場における呼称－ 『日本語学』 （臨」 24-11
2005.9時増刊号 ，）
2005 2005.11・池田理恵子「新聞記事に見る分野・話題の推移 『国語年鑑 年版』」
・田中ゆかり「東京の多言語状況 『事典 日本の多言語社会 （真田信治・庄司博史編，岩波書」 』
2005.10店）
・田中ゆかり「東京首都圏における関西方言の受容パターン－『間接接触』によるアクセサリー
















諸般の事情により，第 年次より井上が研究代表者を引き継いだ ）2 。
（学術的・社会的有用性）
「学習者の母語別の日本語教育」というテーマは古くて新しいテーマであるが 「日本語教育，





結果を井上 の最終原稿に反映させた 張は 学習者にとって使い分けが難しい接続詞 そ（ ） 。 ， 「2005
れで 「そこで」の機能について考察し，張（ ）として発表した。森山は，モダリティの日」 2005
中対照のための枠組みについて考察した。
（17年度の研究成果）
・井上優（ 「学習者の母語を考慮した日本語教育文法」 野田尚史編『新しい日本語教2005 ,）
育文法 （くろしお出版 （ 年 月）』 ） 2005 10
2005 , The 14th Biennial Conference of the Japanese・張麟声 そこで と それで について（ ）「「 」 「 」 」


































データ（つまり画像ファイル）を意味し， 文字を ファイルの形式でブラウザ等に配信するも1 1
のである。
（17年度の研究成果）
2006 25 4 pp.181横山詔一（ 「異体字選好は新聞漢字頻度から予測可能か 『計量国語学』 巻 号） 」
－ ，計量国語学会194





































平成 年 月 日の段階で 「協働」志向の実践に関する文献が 件追加され，昨年度の収18 3 1 35，





平成 年～ 年度（第 年次）（年度計画） 17 18 1
基盤研究（Ｃ）（研究種目）
吉岡泰夫（研究代表者）

























調査 」の第 章「医療の専門家に期待する言葉遣いの工夫」の分析結果を医師グループに提供） 4
し，医療コミュニケーション適切化の具体的な課題について医師の意見を求めた。医療面接の談
話は，ポライトネス・ストラテジーやコミュニケーション・スキルが異なる様々な場面を設定し
て収録し，患者（ ＝模擬患者 ・医師双方にフォローアップ・インタビューを行った。SP ）
（17年度の研究成果）
吉岡泰夫・朝日祥之・相澤正夫（ 「医師に期待する医療用語の使い方の工夫 「外来語に2005） －
2005 pp.181-188関する意識調査」にみる国民の意識－ 『日本語学会 年度秋季大会予稿集 ，」， 』
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日本語学習者の書き言葉に関する対照言語学的・文書論的研究（研究課題名）
平成 年～ 年度（第 年次）（年度計画） 17 18 1
基盤研究（Ｃ）（研究種目）
宇佐美洋（研究代表者）
























































れるのが 現代語書き言葉の均衡コーパスであり その構築に向けて全日本的な研究組織を立ち, ,
上げることは 世紀における日本語研究のインフラ整備として高い学術的な価値を有する。, 21
（17年度の研究実施状況）






, WEB欠であるため プロジェクトの広報活動にも力をいれた 書き言葉均衡コーパスを説明した。
ページを作成し 平成 年 月から国立国語研究所のサーバー上で運用を開始した。, 18 3
また 平成 年 月 日， 日に開催された国立国語研究所の国際シンポジウム「言語コーパ, 18 3 6 7
スの構築と活用」の講演者 名を英国から招へいした。1
（17年度の研究成果）
科学研究費特定領域研究を実際に申請できたことが最大の研究成果である（平成 年 月中18 4
旬に第 次書類審査を通過したとの連絡を受けている 。1 ）
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地理情報システム言語地図の開発（研究課題名）




GAJ , LAJ Geographical『方言文法全国地図 （ ） 『日本言語地図 （ ）を地理情報システム（』 』
）に組み込むことを目的とする。このことにより，方言分布の分析の客Information System=GIS
観性を高めるとともに，諸種地理情報の統合を目指す。






























ONISHI Takuichito 2005 Application of GIS technology to the studies in Japanese dialectology ,（ ‘ ’）
International Conference on Methods in Dialectology,12 pp.1-10，
2005 ,pp.1-13大西拓一郎（ 「言語地理学の再起動 『日本のフィールド言語学 （桂書房）） 」 』
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コーパスに基づく話し言葉文体論の構築（研究課題名）






キストと韻律の両面から分析し 口調の構成要素を明らかにする。データとしては 代表者らが, ,
～ 年に構築して一般公開した世界最大の自発音声データベースである『日本語話し言1999 2003
葉コーパス』のうち 韻律情報が付与されている｢コア｣部分（約 万語分）を利用する。, 50
（学術的・社会的有用性）
話し言葉の文体論についての科学的な検討は未開拓の領域である。しかし その研究方法が開,
拓されれば 今後 音声学ないし言語学の応用領域として広く発展する可能性がある。社会的有, ,
用性としては 話し言葉教育ないし訓練の科学的基礎を提供する可能性が挙げられる。,
（17年度の研究実施状況）




『日本語話し言葉コーパス』のコアに付与された ラベルを分析した。 ラベルX-JToBI X-JToBI
は 層から構成されるが 今回はそのうちトーン層と 層のラベルの一部に注目した。6 , BI
トーン層については ラベル によって表現される日本語の句末音調（上昇下降調）に, L%HL%
存在する 種類の変種を分析した。2
イントネーションの上昇下降が発話の最終音節内部で発生する通常の上昇下降調と 上昇下降,







また 層ラベルに含まれる 及び ラベルについても分析を行い これらのラベルが自BI 2+b 2+bp ,
発性の低い あらかじめ準備された講演に生じやすいことを明らかにした。,




前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』について 開発の経緯と普及の現状 」日本音響学『 ― ―
会 年春季研究発表会（スペシャルセッション「 の利用と研究成果をめぐって」招待2006 CSJ
, pp.1195-1198, 2006:03.講演）
12 ,2006:03.前川喜久雄「話し言葉と書き言葉」言語処理学会第 回年次大会本会議招待講演














































らいの頻度で現れるか という 点を明らかにする データは 日本語話し言葉コーパス の コ」 。 『 』 「2
















と （１）単純な言い誤りを修正するための言い直し （２）不足情報を補足するために行う言， ，













市販の国語辞典や 『岩波国語辞典』第 版（岩波書店）による意味タグを付与した，初の大， 5
3000 5規模なデータベース（ 毎日新聞記事テキストデータベース （ 記事 『岩波国語辞典第『 』 ），
版テキストデータベース ）を用いて，多義語の実態調査と意味構造の分析を行う。それによっ』












（２ 『岩波国語辞典』第 版（岩波書店）に基づく意味タグを付与した，資料 『毎日新聞記） 5 1
事テキストデータベース （ 記事）と，資料 『岩波国語辞典第 版テキストデータベー』 3000 2 5
ス』とを用いて，岩波国語辞典の各多義語の，意味ごとの使用頻度を調査，分析し，多義語
の意味レベルでの使用実態を整理した。
1 20 20（３）資料 において，使用頻度の高い意味（上位 位）を含む，動詞，形容詞，名詞，各
語について，市販の国語辞典の記述を比較した。使用した辞書は次のとおり。
『広辞苑 『岩波国語辞典 （以上，岩波書店 ，』 』 ）
『大辞林 『新明解国語辞典 （以上，三省堂 ，』 』 ）
『新選国語辞典 （小学館 『明鏡 （大修館書店）』 ）， 』
（17年度の研究成果）
上記 （１）で得られた成果に関し，下記のとおり，学会発表を行った。，
























月 日から 月 日にかけて，北海道大学付属図書館，北海道立図書館で行った。27 7 1
（２）面接調査：日本統治時代に日本語教育を受けたウイルタ人やニブヒ人を対象とした調査
を 年 月 日から 日にかけてポロナイスクで実施した。また，日本に引き揚げ2005 11 4 14
てきた日本人に対する調査を 年 月 日， 月 日に行った。2005 5 13 6 17
（17年度の研究成果）
朝日祥之（ 「サハリンの日本語 ，真田信治・庄司博史編『辞典日本の多言語社会 ，2005） 」 』
，岩波書店pp.332-334
朝日祥之（ 「海と方言－島の間の方言の伝播 『日本語学 ， ， ，明2005 Vol.24 No.9 pp.50-61） 」， 』
治書院
（ ）「 」，朝日祥之 サハリン島ポロナイスクにおける言語接触－日本語の地位を中心として－2005
『日本言語文化研究会論集 ， ， ，日本言語文化研究会』 Vol.1 pp.25-40
JournalAsahi, Yoshiyuki 2005 The status of Japanese language in Sakhalin Island in Russia.（ ）‘ ’ ，
Special Edition, International Culture Exchange,of Social Science of Jiamusi University，
Jiamusi University, China, pp.137-144.
Asahi, Yoshiyuki 2005 A Japanese contact variety in the north: Evidence from the Sakhalin（ ） ‘
Twelfth International Conference on Methods inIsland in Russia. A paper presented at’
. University of Moncton.Dialectology
Asahi, Yoshiyuki 2005 Contact-induced language change in a high dialect contact situation: the（ ） ‘
UK Language Variation and Changecase of Japanese new town. A paper presented at’
University of Aberdeen.5.
Asahi, Yoshiyuki 2006 . 21st（ ） （Language contact and mixture: the remnants of Sakhalin Japanese
century COE programme research activities report Osaka University pp.1-160, Sangensha.）
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「デジタル版山梨方言辞典」作成のための調査研究とデータ構築（研究課題名）






画は以下 点 （１）山梨方言資料 点余の一次調査と電子化 （２）同資料主要 点の詳細6 860 30。 ，
調査 （３）年次累積形式でのデータ公開（ と冊子の作成 （４）年次ごとの作業知見， ），CD-ROM









② 収集資料の電算データ化を行った。データ整理に 人日を投入し， 資料・ 項目108 34 25,798
を入力した。その結果，山梨県方言資料 点の一次調査と電子化が完了し，辞典用データ項88
目総数は 項目となった。91408
③ 平成 年度中に電算化したデータを加工し，平成 年度以前に加工したデータ分と併せて17 16
『デジタル版山梨方言集 （ ＋冊子）を作成した。2005 CD-ROM』
④ 平成 年度中の作業による知見を報告書としてまとめ，③の に収録した。17 CD-ROM
（17年度の研究成果）
吉田雅子「方言関係新刊書目 『日本方言研究会第 回研究発表会発表原稿集 ，日本方言研究」， 』80
2005.05 pp.142-147会 （ ，， ）
吉田雅子「方言関係新刊書目 『日本方言研究会第 回研究発表会発表原稿集 ，日本方言研究」， 』81
2005.11 pp.50-58会 （ ，， ）
吉田雅子「山梨県玉穂町方言におけるムズラム系推量辞の用法 『方言における文法形式の成」，
立と変化の過程に関する研究 （平成 年度～平成 年度科学研究費補助金 基盤研究 課』 14 17 B
題番号 研究成果報告書 （ ）14310196 2006.03），
吉田雅子『デジタル版山梨方言集 （平成 年度～平成 年度科学研究費補助金 若手研2005 17 19』

































CAI Computer Assisted Instruction CALL関連する先行研究や実践報告，音声データベース， （ ，）
（ ，音声分析ソフトなどを収集し試用した。Computer Assisted Language Learning）
（17年度の研究成果）
本システムを利用した音声教育実践の検討と授業分析を行うためのデータが収集され，現在も





























（ ）Wada, Y., Yokoyama, S., & Long, E. 2005
Language policy and planning for Japanese orthography and the e-Gov project. In J.
Kess & H. Lansdowne Eds. Centre for Asia-Pacific（ ） Why Japan matters!
Initiatives, British Columbia, Canada: University of Victoria, pp. 467-479.
学会発表等
（ ）Wada, Y., Fujiwara, H. & Koda, K. 2006
Development of structural sensitivity among JSL learners.
第 回 漢字学習研究会7 JSL
（ ）Wada, Y., & Yokoyama, S. 2005
Standardization of kanji in Japan and the e-Gov kanji database: Language policy,
kanji, technology, and the National Institute for Japanese Language.































































































































































































































































































































































































よる災害を受けた役員に対する福祉事業については 特定独立行政法人の職員の例による (役， 。
員に係る労働者災害補償保険法の適用除外)






























































































































































































附 則 (平成一二年一一月二七日法律第一二五号) 抄
(施行期日)
第一条 この法律は，公布の日から施行する。
附 則 (平成一四年二月八日法律第一号) 抄
(施行期日)
第一条 この法律は，公布の日から施行する。
















































































































































































附 則 （平成一二年五月二六日法律第八四号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は、平成十二年六月一日から施行する。























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 6年 1月 第１回国際シンポジウム開催
































役 員 所 長 杉戸 清樹 日本語教育部門 部 門 長 柳澤 好昭
理 事 齊藤 秀昭 第一領域 領 域 長 井上 優
監事 窪川 秀一 主任研究員 宇佐美 洋(非常勤)
〃 工藤眞由美 〃 金田 智子
研 究 員 杉本 明子
管 理 部 部 長 上野喜代人 〃 福永 由佳
総 務 課 課 長 田島 正幸 〃 小河原義朗
課 長 補 佐 塩田 俊仁 〃 菅井 英明
総務係 係 長 関 達夫 第二領域 領 域 長 野山 広
係 員 新井田貴之 主任研究員 嶋村 直己
〃 鈴木美保子 研 究 員 植木 正裕
（図書）係 員 綱川 博子 〃 早田美智子
企画評価係 係長(併任： ）塩田 俊仁
係 員 國谷 勝伸 情報資料部門 部 門 長 熊谷 康雄
人事係 係 長 権藤智香子 上席研究員 米田 正人
係 員 堀江 直子 第一領域 領 域 長 伊藤 雅光
会 計 課 課 長 冨澤 広 主任研究員 井上 文子
課 長 補 佐 五十嵐敏男 〃 池田理恵子
財務係 係長(併任： ） 〃 新野 直哉五十嵐敏男
係 員 松下 愛 研 究 員 齋藤 達哉
経理係 係 長 中山 和則 〃 中山 典子
主 任 安藤 直明 第二領域 領 域 長 横山 詔一
契約係 係 長 林 哲也 主任研究員 山田 貞雄
係 員 木村 友恵 研 究 員 森本 祥子
〃 朝日 祥之
研究開発部門 部 門 長 相澤 正夫 〃 小高 京子
上席研究員 吉岡 泰夫 〃 塚田実知代
第一領域 領 域 長 山崎 誠 〃 礒部よし子
主任研究員 田中 牧郎 〃 米田 純子















年 歳 出 予 算 科学研究費補助金
度 人 件 費 事 業 費 合 計 件数 交付金額
千円 千円 千円 件 千円
11 563,824 431,552 995,376 14 20,900
12 558,997 441,311 1,000,308 17 30,700
13 612,804 584,056 1,196,860 (1,073,778) 15 36,760
14 617,288 701,898 1,319,186 (1,194,977) 17 47,860
15 605,647 783,095 1,388,742 (1,199,848) 19 48,700
16 597,656 791,298 1,388,954 (1,321,035) 19 45,750
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